
HP Release Control

Windows® オペレーティングシステム向け

ソフ トウェアバージ ョ ン ： 9.20

デプロイメン トガイ ド

ドキュメン ト リ リース日 ： 2012年7月

ソフ トウェアリ リース日 ： 2012年7月



2

ご注意

保証

HP製品、 またはサービスの保証は、当該製品、およびサービスに付随する明示的な保証文によってのみ規定

されるものと します。 こ こでの記載で追加保証を意図するものは一切あ り ません。 こ こに含まれる技術的、

編集上の誤り、 または欠如について、 HPはいかなる責任も負いません。

こ こに記載する情報は、 予告なしに変更されるこ とがあ り ます。

権利の制限

機密性のあるコンピュータソフ ト ウェアです。 これらを所有、使用、 または複製するには、 HPからの有効な

使用許諾が必要です。 商用コンピュータソフ ト ウェア、 コンピュータソフ ト ウェアに関する文書類、 および

商用アイテムの技術データは、 FAR12.211および 12.212の規定に従い、 ベンダーの標準商用ライセンスに基

づいて米国政府に使用許諾が付与されます。

著作権について

© Copyright 2006 -2012 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

商標について

Oracle®は、 Oracle Corporation （Redwood City, California） の米国登録商標です。

Microsoft®、 Windows®、 およびWindows® XPは、 Microsoft Corporationの米国およびその他の国の登録商標

です。

Java™は、 Oracleおよびその関連会社の登録商標です。

Adobe®は、 Adobe Systems Incorporatedの商標です。

謝辞

本製品には、 Apache Software Foundation （http://www.apache.org/ （英語サイ ト ） ） によって開発されたソフ ト

ウェアが含まれています。

本製品には、 Indiana University Extreme!Lab （http://www.extreme.indiana.edu/ （英語サイ ト ） ） によって開発さ

れたソフ ト ウェアが含まれています。
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ドキュ メン トの更新情報

このドキュ メン トのタイ トルページに、 以下の識別情報が記載されています。

• ソフ ト ウェアのバージ ョ ン番号は、 ソフ ト ウェアのバージ ョ ンを示します。

• ドキュ メン ト リ リース日は、 ドキュ メン トが更新されるたびに変更されます。

• ソフ ト ウェア リ リース日は、 このバージ ョ ンのソフ ト ウェアのリ リース期日を表します。

最新の更新のチェッ ク、 またはご使用のドキュ メン トが最新版かど うかのご確認には、 次のサイ ト をご利用

ください。

http://support.openview.hp.com/selfsolve/manuals 

このサイ ト を利用するには、 HP Passportへの登録とサインインが必要です。 HP Passport IDの取得登録は、次

のWebサイ トから行な う こ とができます。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html (英語サイ ト ) 

または、 HP Passportのログインページの [New users - please register] リ ンクをク リ ッ ク します。

適切な製品サポートサービスをお申し込みいただいたお客様は、更新版または最新版をご入手いただけます。

詳細は、 HPの営業担当にお問い合わせください。
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サポート

次のHP ソフ ト ウェアのサポート Webサイ ト を参照してください。

http://support.openview.hp.com

HP ソフ ト ウェアが提供する製品、 サービス、 サポートに関する詳細情報をご覧いただけます。

HP ソフ ト ウェアオンラインではセルフソルブ機能を提供しています。お客様の業務の管理に必要な対話型の

技術支援ツールに素早く効率的にアクセスいただけます。HP ソフ ト ウェアサポート Webサイ トのサポート範

囲は、 次のとおりです。

• 関心のある技術情報の検索

• サポート ケース とエンハンス メン ト要求の登録と ト ラ ッキング

• ソフ ト ウェアパッチのダウンロード

• サポート契約の管理

• HPサポート窓口の検索

• 利用可能なサービスに関する情報の閲覧

• 他のソフ ト ウェアカスタマーとの意見交換

• ソフ ト ウェア ト レーニングの検索と登録

一部を除き、 サポートのご利用には、 HP Passportユーザーと してご登録の上、 ログインしていただく必要が

あ り ます。 また、 多くのサポートのご利用には、 サポート契約が必要です。 HP Passport ID を登録するには、

以下のWebサイ トにアクセスしてください。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html (英語サイ ト ) 

アクセスレベルに関する詳細は、 以下のWebサイ トにアクセスしてください。

http://support.openview.hp.com/access_level.jsp
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このガイ ドによう こそ

この 『HP Release Controlデプロイ メン ト ガイ ド』 では、 HP Release Control ソフ ト ウェア

のインス トールおよびデプロイ方法と、 最新バージ ョ ンにアップグレードする方法につ

いて説明します。 HP Release Controlは、 リ リース  ライフ  サイ クルにおいて、 変更諮問委

員会 (CAB) のメンバーと実施チームの意思決定を支援する共通のプラ ッ ト フォームを提

供します。 実施時には、 システムの各変更要求を分析し、 リ アルタイムの情報の提供や

アラート通知を行います。また、 リ リースライフサイクル全般を通じて、コラボレーシ ョ

ン、 フ ィードバッ ク、 レビューが可能になり ます。

本章の内容

➤ 「このガイ ドの内容」 （8 ページ）

➤ 「このガイ ドの対象者」 （8 ページ）

➤ 「HP Release Controlのドキュ メン ト 」 （8 ページ）

➤ 「その他のオンライン リ ソース」 （9 ページ）
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このガイドの内容

このガイ ドでは、 以下の項目について説明します。

第 1 章 HP Release Controlのインストールとデプロイ

HP Release Controlをインス トールおよびデプロイする方法

第 2 章 HP Release Controlのアップグレード

HP Release Controlの最新バージ ョ ンにアップグレードする方法

このガイドの対象者

このガイ ドは、 HP Release Controlのインス トール、 デプロイ、 アップグレードを担当す

る HPサービスエンジニアを対象と しています。

HP Release Controlのドキュ メン ト

HP Release Controlには、 以下のドキュ メン トが付属しています。

『HP Release Controlデプロイ メン トガイ ド』 では、 HP Release Control のインス トール

およびデプロイ方法について説明しています。 このガイ ドは、以下のフォーマッ トで、以

下の場所に保存されています。

➤ PDFフォーマッ ト。 HP Release Control DVDの中。

➤ PDFフォーマッ ト。HP Release Controlアプリ ケーシ ョ ンの [ヘルプ ] > [マニュアル ライ

ブラリ ] を選択。

『HP Release Controlユーザーガイ ド』 では、 HP Release Control アプ リ ケーシ ョ ンの使

用および構成方法について説明しています。 このガイ ドは、 以下のフォーマッ ト で、 以

下の場所に保存されています。

➤ PDFフォーマッ ト。 HP Release Control DVDの中。

➤ PDFフォーマッ トおよびオンラインHTMLヘルプフォーマッ ト 。HP Release Controlアプ

リ ケーシ ョ ンの [ヘルプ ] > [マニュアル ライブラリ ] を選択。
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➤ HTMLヘルプフォーマッ ト。 HP Release Control アプリ ケーシ ョ ンの個別のウ ィンド ウ

から、 ウ ィンド ウ内をク リ ッ ク して F1を押すか、 メニューからヘルプを選択。

『HP Release Control API Reference』 では、 HP Release ControlのAPIの使用方法につい

て説明しています。 『API Reference』 は、 HP Release Control DVDから CHMフォーマッ ト

で、または [ヘルプ ] > [マニュアル ライブラリ ] を選択してHP Release Controlアプリ ケー

シ ョ ンから参照できます。

HP Release Control の 『はじめにお読みください』 には、 製品の現行バージ ョ ンの最新

情報と、 既知の問題、 制限について包括的な情報が記載されています。 『はじめにお読み

ください』 は、 HP Release Control DVDから HTMLフォーマッ ト で、または [ヘルプ ] > [マ

ニュアル ライブラリ ] を選択してHP Release Controlアプリ ケーシ ョ ンから参照できます。

注意 ： PDF フォーマッ トのドキュ メン トの表示と印刷には、 Adobe Reader を使用します。

Adobe ReaderはAdobeのWebサイ ト  (http://www.adobe.com) から ダウンロ ード でき

ます。

その他のオンラインリソース

[HP ソフ トウェア サポート ] から、 HP ソフ ト ウェアサポートのWebサイ トにアクセスで

きます。 このサイ トで、 セルフソルブナレッジベースを参照できます。 また、 ユーザー

ディ スカッシ ョ ンフォーラムへの投稿と検索、 サポート リ クエス トの送信、 パッチや更

新されたドキュ メン トのダウンロードなども行えます。 [ヘルプ ] > [HP ソフ トウェア サ

ポート ] を選択してください。 このWebサイ トのURLは、 http://support.openview.hp.com

です。

一部を除き、 サポートのご利用には、 HP Passport ユーザーと してご登録の上、 ログイン

していただく必要があ り ます。 また、 多くのサポートのご利用には、 サポート契約が必

要です。

アクセスレベルに関する詳細は、 以下のWebサイ トにアクセスして ください。

http://support.openview.hp.com/access_level.jsp

http://www.adobe.com
http://www.hp.com/go/hpsoftwaresupport
http://h20230.www2.hp.com/new_access_levels.jsp
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HP Passport IDを登録するには、 以下のWebサイ トにアクセスしてください。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html （英語サイ ト ） 

[HP ソフ トウェア Web サイ ト ] から、HPソフ ト ウェアのWebサイ トにアクセスできます。

このサイ トで、 HP ソフ ト ウェア製品の最新情報を入手できます。 新しいソフ ト ウェア リ

ソース、 セ ミナー、 展示会、 カスタマーサポート などの情報が掲載されています。 [ヘル

プ ] > [HP ソフ トウェア Webサイ ト ] を選択して ください。 このWeb サイ ト のURL は、

http://support.openview.hp.com/です。

HP ソフ ト ウェアでは、 新しい情報で製品ドキュ メン ト を絶えず更新しています。

最新の更新のチェ ッ ク、 またはご使用のドキュ メ ン ト が最新版かど うかのご確認には、

HP ソ フ ト ウ ェア製品マニュアルWeb サイ ト  (http://support.openview.hp.com/selfsolve/

manuals) をご利用ください。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html
http://www.hp.com/go/software
http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals
http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals
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第 1 章
HP Release Controlのインストールとデプロイ

本章では、 HP Release Controlのインスト ールおよびデプロ イ する方法について説明し

ます。 

本章の内容 

➤ 「デプロイ メン トプロセス ： 基本的な手順」 （12 ページ）

➤ 「インス トールの前に」 （13 ページ）

➤ 「HP Release Controlのインス トール」 （19 ページ）

➤ 「データベースまたはユーザースキーマの設定」 （21 ページ）

➤ 「HP Release Controlの起動」 （26 ページ）

➤ 「HP Release Controlサーバーの構成」 （28 ページ）

➤ 「HP Universal CMDBの構成」 （29 ページ）

➤ 「サービスデスク統合の構成」 （34 ページ）

➤ 「Webサーバーの構成」 （68 ページ）

➤ 「サーバーリバースプロキシ経由でのHP Release Controlへのアクセス」 （71 ページ）

➤ 「HP Release Controlの構成設定」 （73 ページ）

➤ 「HP Release Controlのアンインス トール」 （74 ページ）
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デプロイメン トプロセス ： 基本的な手順

次の図は、HP Release Control環境を稼働状態にするための基本的な手順を示しています。

インストールの実行

 「HP Release Controlのインス トール」 （19ページ）

データベースのセッ トアップ

「データベースまたはユーザースキーマの設定」 （21ページ）

HP Universal CMDB関連設定の構成

「HP Universal CMDBの構成」 （29ページ）

サービスデスクの構成

「サービスデスク統合の構成」 （34ページ）

インストール前の情報のレビュー

 「インス トールの前に」 （13ページ）

HP Release Controlの起動

 「Linux上にデータベースを構成するには ： 」 （25ページ）

HP Release Controlサーバーの構成

 「HP Release Controlサーバーの構成」 （28ページ）
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インストールの前に

HP Release Control をインス トールする前に、 この項に記載されているシステム要件など

の情報を確認して ください。 本項の内容 ：

➤ 「サポート対象サービスデスク」 （13ページ）

➤ 「サーバーシステム要件」 （16ページ）

➤ 「ク ラ イアン ト要件」 （17ページ）

➤ 「HP Release Controlデプロイ メン トの詳細オプシ ョ ン ： 」 （17ページ）

➤ 「HP Release Controlデータフロー」 （18ページ）

➤ 「システムアーキテクチャ」 （19ページ）

サポート対象サービスデスク

サービスデスク統合モジュールは、 次のサービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンをサポート し

ます。

アプリケーシ ョ ン バージ ョ ン

HP Project and Portfolio Management ➤ 7.1 SP6 

➤ 7.5 SP2 

➤ 8.x

➤ 9.x

HP Service Manager/Center ➤ 6.2.x

➤ 7.1x

➤ 9.20

➤ 9.30

HP Server Automation ➤ 7.5

➤ 7.8

➤ 9.0

BMC Remedy Action Request System ➤ 7.0

Aperture Vista Data Center 

Infrastructure Manager (DCIM)

6.0
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各サービスデスクで使用可能な機能

HP Release Controlの機能の一部は、 特定のサービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンとの統合が

必要になり ます。次の表では、使用可能な機能をサービスデスクごとに示しています。 こ

の表に記載されていないサービスデスクには、 該当の機能は搭載されていません。

注意 ： SM = HP Service Manager、 SC = HP ServiceCenter、 PPM = HP Project and Portfolio
Management / Mercury IT Governance Center

機能 SM SC PPM

承認ステータスの更新。 分析モジュールの [ コラボレーシ ョ ン ] > [決議 ] タ

ブで変更要求を承認する と、 サービスデスク内で変更要求のステータスが

更新されます。

○ ○ ○

承認の撤回。 分析モジュールの [ コラボレーシ ョ ン ] > [決議] タブで変更要

求の承認を撤回する と、 サービスデスク内で変更要求のステータスが更新

されます。

○ ○ ×

計画日時の更新。 分析モジュールの変更プランナーでシ ミ ュレーシ ョ ンを

実行した後、 更新された開始日時および終了日時を元のサービスデスクに

保存します。

○ ○ ×

実際の日時の更新。ディレク ターモジュールと実施担当者モジュールでは、

作業の実際の開始時刻と終了時刻を更新できます。 これらの日時は、 元に

なったサービスデスクチケッ トで自動的に更新されます。

○ ○ ×

実施後レビューの更新。 [レビュー ] > [結論] タブの [実施後レビュー ] ダイ

アログボッ クスのデータを変更する と、 元のサービスデスクのデータが更

新されます。

○ ○ ×

HP Release Control からのチケッ ト をクローズ。 分析モジュールの [ レ

ビュー ] > [結論 ] タブで、 サービスデスクチケッ ト をク ローズします。

○ ○ ×
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分析情報の更新。 変更要求の発生元となるサービスデスクは、 HP Release

Controlの分析情報 ( リ スクレベルと インパク ト分析など ) で更新されます。

○

(構成が必要 )

× ×

選択した変更要求。 分析モジュールの [ コラボレーシ ョ ン ] > [決議] タブで

変更要求を承認する と、 サービスデスク内で変更要求のステータスが更新

されます。

○ × ×

機能 SM SC PPM
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サーバーシステム要件

次の表は、 HP Release Controlサーバーのシステム要件を示しています。

CPU Intel Pentium 4

メモリー (RAM) Minimum of 2 GB

空きディスクスペース Minimum of 5 GB

マシン
➤ VMware

➤ 実マシン

オペレーティングシステム

➤ Windows Server 2008 (32-bit)

➤ Windows Server 2008 (64-bit)

➤ Windows Server 2008 R2 (64-bit)

➤ Oracle Enterprise Linux 6.x (64-bit)

➤ Red Hat Enterprise Linux 6.x (64-bit)

データベース

➤ Microsoft SQL Server 2008 SP2

➤ Microsoft SQL Server 2008 R2

➤ Oracle 10.1.x、 10.2.x、 11.1.x、 11.2.x (11g R1/11g R2)

HP Universal CMDB

➤ HP Universal CMDBバージ ョ ン 8.0x、9.0x、10.0x (CMDB

通常インス トール )

各バージ ョ ンの詳細なシステム要件については、

HP Universal CMDBのドキュ メン ト を参照して ください。
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クライアン ト要件

次の表は、 ク ラ イアン トでHP Release Control を表示する上で必要となる要件を示してい

ます。

HP Release Controlデプロイメン トの詳細オプシ ョ ン ：

HP Release Controlでは、 通常のデプロイ メン トの他に、次のオプシ ョ ンも使用できます。

➤ クラスターの導入。 HP Release Controlは、 複数のノードに導入できます。 詳細につい

ては、『HP Release Controlユーザーガイ ド』 のク ラスター設定に関する項を参照してく

ださい。

➤ Webサーバー。 HP Release Controlでは、 Webサーバー (Microsoft Internet Information

Services (IIS) 6.x、 7.0、 7.5またはApache HTTP Server 2.2.x) との連携が可能です。 詳細

については、 『HP Release Control ユーザーガイ ド』 に記載のWebサーバー設定に関す

る項を参照して ください。

ブラウザー

➤ Microsoft Internet Explorer 8.0、 9.0。

注 ： Internet Explorer では、 ページを閲覧するたびに、

保存されたページの新しいバージ ョ ンがないか確認す

る設定をお勧めします。たとえばバージ ョ ン 6.0の場合

は、 [ツール ] > [ インターネッ ト  オプシ ョ ン ] > [全般 ]

タブを選択します。 [ インターネッ ト一時ファイル ] に

ある  [設定 ] をク リ ッ ク し、 [ページを表示するごとに

確認する ] オプシ ョ ンを選択します。

➤ Mozilla Firefox 3.x、 4.x、 5.x、 6.x以降

Flash Playerブラウザー

プラグイン

Flash Player 9以降

画面の解像度
➤ 1024x768以上

➤ 1280x1024を推奨

画面の色

16ビッ ト以上

注 ： リ モー ト接続経由でHP Release Control サーバーにロ

グインする場合は、 リ モー トデス ク ト ップの画面の色が

16ビッ ト以上に設定されているこ とを確認して ください。
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➤ ID管理。HP Release Controlでは、サードパーティが提供する ID管理ソ リ ューシ ョ ン (CA

SiteMinder など ) との連携が可能です。 詳細については、 『HP Release Controlユーザー

ガイ ド』 の ID管理に関する項を参照してください。

HP Release Controlデータフロー

以下の図は、 HP Release Control実行時のデータフローを示しています。

➤ 変更要求はサービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンで作成されてから、 汎用要求に変換され

ます。

➤ HP Release Controlはその要求を分析して、構成アイテム (CI) 間の関係を決定するため

にHP Universal CMDBに要求を送信します。
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➤ HP Release ControlはHP Universal CMDBからデータを取得し、インパク トの分析を実行

します。

➤ HP Release Controlは、 リ スクや衝突の分析などの計算を実行するこ とで、 変更要求を

さらに分析します。

➤ 情報はHP Release Control Database Serverに格納されます。

➤ 電子メール通知が構成の設定に従って意思決定者に送信され、 変更が承認または拒否

されます。

システムアーキテクチャ

HP Release Controlは、 次の3つの層で構成されるアプリ ケーシ ョ ンです。

➤ Flashベースの (ファ ッ ト ) ク ライアン ト、 Webブラウザーでアクセス

➤ アプリ ケーシ ョ ンサーバー

➤ データベースサーバー

データベースサーバーおよびHP Release Control アプ リ ケーシ ョ ンサーバーは、 データ

ベースサーバーに接続されている、 帯域幅が広く遅延の小さいネッ ト ワークパスに配置

する必要があ り ます。

HP Release Controlのインストール

HP Release Controlは、 HP Release Control用の InstallShield ウ ィザードを使用してWindows

にインス トールできます。 または、 一連のシェルコマンドを実行して HP Release Control

をLinuxにインス トールできます。

WindowsにHP Release Controlをインストールするには ：

 1 HP Release Control インス トールディ スクのSetup フォルダーにある setup.exe ファ イ

ルをク リ ッ ク します。 HP Release Controlの InstallShield ウ ィザードが起動します。 [次

へ ] をク リ ッ ク します。

 2 ソフ ト ウェア使用許諾書が表示されるので、 同意します。 [次へ ] をク リ ッ ク します。

 3 デフォルトのインス トールディ レク ト リ をそのまま使用するか、 [参照 ] をク リ ッ ク し

て別のディ レク ト リ を選択します。
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注意 ： ディレク ト リ名には、 空白文字は使用できません。

[次へ ] をク リ ッ ク します。

 4 サマリ画面の内容が正しいこ とを確認します。

設定を確認または変更するには、 [戻る ] をク リ ッ ク します。 設定を確認してから  [次

へ ] をク リ ッ クする と HP Release Controlのインス トールが始ま り ます。

 5 インス トールプロセスが完了したら、InstallShield ウ ィザード画面で [終了 ] をク リ ッ ク

します。

注意 ： アッ プグレード 手順を続行する 場合は、 「ステージ 2 ： HP Release Controlのイ

ンス トールとアップグレード」 の手順2に進んでください (80ページを参照し てく だ

さ い )。

LinuxにHP Release Controlをインストールするには ：

 1 release-control-9.20.0000.x86_64.rpm.binをターゲッ ト コンピューターにコピーし

ます。 ファ イルは、 HP Release Controlインスト ール DVDの Setupフォルダーにあり

ます。

 2 Linuxシステムに root と してログインします。

 3 シェル端末を開き、現在の作業ディ レク ト リ をbinファ イルがある場所に変更します。

 4 次のコマンドを実行して、 実行権限を設定します。

エンドユーザー・ ライセンス契約が表示され、その条件に同意するよ う求められます。

chmod u+x release-control-9.20.0000.x86_64.rpm.bin
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 5 次のコマンドを実行して、 HP Release Controlのインス トールを開始します。

デフォルトのインス トールディ レク ト リは /opt/HP/rcで、 新規ユーザー

release-control (HPグループに所属 ) が作成されます。

release-controlの新しいシステムサービスが登録されます。 これは、 次のコマンドを実

行して確認できます。

このサービスは、 システムの再起動時に自動的に開始されます。

データベースまたはユーザースキーマの設定

注意： Oracle Serverユーザースキーマを手動で作成する場合、アップグレードはサポート

されません。

HP Release Controlを使用するには、Microsoft SQL ServerデータベースまたはOracle Server

ユーザースキーマのいずれかを作成する必要があ り ます。作成後、HP Release Controlデー

タベースまたはユーザースキーマの接続プロパティを、 データベース構成ウ ィザードで

設定します。

注： MS SQL Server と Oracle Serverでのシステム要件は、「サーバーシステム要件」（16ペー

ジ） を参照して ください。

MS SQL と Oracle Serverデータベースの構成と メンテナンスに関する情報とガイ ド ライン

は、 『HP Release Controlユーザーガイ ド』 を参照して ください。

./release-control-9.20.0000.x86_64.rpm.bin

chkconfig --list|grep release-control
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Windows上にデータベースを構成するには ：

 1 Microsoft SQL ServerデータベースまたはOracle Serverユーザースキーマのいずれかを

作成します。

➤ MS SQL Server 2005 ： スナップシ ョ ッ ト分離を有効にします。

 データベースの作成後、 次のコマンドを 1回実行します ：

SQL Server のスナッ プシ ョ ッ ト 分離機能の詳細は、 http://msdn.microsoft.com/

en-us/library/tcbchxcb(VS.80).aspxを参照してください。

➤ Oracle ： Oracle ユーザーに、 Connect 役割と Resource 役割のみを割り当てます

(OracleユーザーにSelect any table権限がある と、 操作は失敗します )。

 2 以下は、 この構成プロセスで必要な情報です。 内容を確認してください。

 3 データベース構成ウ ィザードを実行する前に、 以下の内容を確認してください。

➤ 詳細構成オプシ ョ ン。 ウ ィザードで詳細構成オプシ ョ ンを選択する と、 プールの

最小サイズと最大サイズなど、 詳細なデータベースプロパティを指定できます。

オプシ ョ ンの詳細については、 http://www.mchange.com/projects/c3p0/

index.html#configuration_propertiesを参照してください。

➤ MS SQL URL。 ウ ィザードで詳細構成オプシ ョ ンを選択する と、

database.propertiesファ イルで、 JTDS MSSQLの接続URLを指定する必要があ り

ます。 認証には、 次の2つのタイプがあ り ます。

alter database <ccm_database_name> set read_committed_snapshot on

✔ 必要な情報

DBホス ト名とポート

DBユーザー名とパスワード

MS SQL ： データベース名

Oracle ： SID

http://msdn.microsoft.com/en-us/library/tcbchxcb(VS.80).aspx
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/tcbchxcb(VS.80).aspx
http://www.mchange.com/projects/c3p0/index.html#configuration_properties
http://www.mchange.com/projects/c3p0/index.html#configuration_properties
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➤ SQL認証。 有効なMS SQLサーバー名とデータベース名を指定します。

例 ：

➤ Windows (NTLM) 認証。 Windows認証を適用するには、 database.properties ファ

イルで JTDS 接続URL にド メ インプロパテ ィ を追加し ます。 認証対象と なる

Windows ド メ インを指定します。

例 ：

Windows (NTLM) 認証は、 Lightweight Single Sign-On Authentication Support

(LW-SSO) を使用する設定と しない設定のいずれでも使用できます。

Windows (NTLM) 認証でLW-SSOを使用しない場合。 ド メ インプロパティが存

在し、 ユーザー名とパスワードが提供されている場合、 JTDS は、 通常の SQL

Server認証ではなく Windows (NTLM) 認証を使用します。つま り、提供されてい

るユーザーとパスワードは、 ド メ インのユーザーとパスワードです。 これによ

り、Windows以外のクライアン トでも、Windows認証しか受け付けないサーバー

にログインするこ とが可能になり ます。

Windows (NTLM) 認証でLW-SSOを使用する場合。ド メ イン パラ メーターは存

在するが、 ユーザー名とパスワードが提供されていない場合、 ユーザー名とパ

スワードの各パラ メーターの値には空の文字列が使用されます。JTDS は専用の

Single-Sign-On ライブラ リ を使用し、Windows ユーザーの資格情報を使ってログ

インします。 この認証を成功させるためには、 Windows を使用してド メ インに

ログインし、 LW-SSO ライブラ リ をインス トールしておく必要があ り ます。

LW-SSO ライブラ リのインス トールに関する詳細は、 readme.ssoファ イルを参

照して ください。 このファ イルは、 http://jtds.sourceforge.netの最新のディ ス ト

リ ビューシ ョ ンパッケージからダウンロードできます。

jdbc:jtds:sqlserver://myServer:1433/
myDataBase;sendStringParametersAsUnicode=false

jdbc:jtds:sqlserver://myServer:1433/
myDatabase;sendStringParametersAsUnicode=false;domain=myDomain

http://jtds.sourceforge.net.
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注 ： MS SQL Server用の jTDS URL形式の設定については、 http://

jtds.sourceforge.net/faq.html#urlFormatを参照して ください。

➤ Oracle URL。 ウ ィザードで詳細構成オプシ ョ ンを選択する場合、 Oracle ネイティ

ブド ラ イバーの接続URL を指定する必要があ り ます。 有効な Oracle サーバー名と

SID を指定します。 または、 Oracle RACを使用している場合には、 Oracle RAC構

成情報を指定して ください。

注： ネイティブのOracle JDBC URLの形式については、http://www.orafaq.com/wiki/

JDBC#Thin_driverを参照してください。Oracle RACのURLの設定については、http:/

/download.oracle.com/docs/cd/B28359_01/java.111/e10788/rac.htm を参照して く

ださい。

➤ パスワードの暗号化。ウ ィザードの構成ページでは、[パスワードを暗号化する ] オ

プシ ョ ンを選択して、データベースプロパティ ファ イルのパスワードを暗号化する

こ とをお勧めします。

 4 [スタート ] > [プログラム] > [HP Release Control 9.20] > [データベース構成ウィザー

ド ] を選択して、 データベース構成ウ ィザードを実行します。

注意 ： アッ プグレード 手順を続行する 場合は、 「ステージ 2 ： HP Release Controlのイ

ンス トールとアップグレード」 の手順4に進んでください (80ページを参照し てく だ

さ い )。

http://jtds.sourceforge.net/faq.html#urlFormat
http://jtds.sourceforge.net/faq.html#urlFormat
http://www.orafaq.com/wiki/JDBC#Thin_driver
http://www.orafaq.com/wiki/JDBC#Thin_driver
http://www.orafaq.com/wiki/JDBC#Thin_driver
http://download.oracle.com/docs/cd/B28359_01/java.111/e10788/rac.htm
http://download.oracle.com/docs/cd/B28359_01/java.111/e10788/rac.htm
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 5 データベース構成の最後に、 データベースを読み込みます。

コマンド行ディ レク ト リ を <HP Release Control インス トールディ レク ト リ >\binに

変更し、 次のコマンドを実行します。

Linux上にデータベースを構成するには ：

 1 コマンド行ディ レク ト リ を /opt/HP/rc/management/server/binに変更し、次のコマン

ドを実行します。

GUI ウ ィザードに従って、 データベース接続を構成します。

./dbconfig.sh コマン ド を使用してデータベース構成ウ ィザード を起動でき るのは、

GUIベースのLinuxのみです。 GUIベースのLinux環境がない場合は、 以下の手順を実

行して、 手動でデータベースプロパティを構成する必要があ り ます。

 a <HP Release Controlインストールディ レク ト リ >/confに移動し、

database.propertiesを削除します。

 b <HP Release Controlインストールディ レク ト リ >/examples/

database-config-examplesに移動します。 データベースタイプに応じて、

database.properties.mssql、 database.properties.oracle9i または

database.properties.oracle10gを <HP Release Controlインストールディ レク

ト リ >/confにコピーします。 そのファイルの名前をdatabase.propertiesに変更

します。

 c テキス トエディ ターでdatabase.propertiesを開きます。 [] 内の文字列を正しい値

に変更し、 変更を保存します。

 2 データベース構成の最後に、 データベースを読み込みます。

 a 次のコマンドを実行して、 ユーザー名release-controlでHP Release Controlにログ

インします。

Populate.bat i

./dbconfig.sh

su - release-control
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 b コマンド行ディ レク ト リ を /opt/HP/rc/binに変更し、 次のコマンドを実行します。

HP Release Controlの起動

こ こでは、 HP Release Controlを起動する方法について説明します。

WindowsでHP Release Controlを起動するには ：

 1 Apache Webサーバーを使用している場合は、 Webサーバーを再起動してください。

 2 HP Release Controlサービスを開始します。

 a Windows メニューで [ スタート ] > [ ファイル名を指定して実行 ] の順に選択し、

「services.msc」 と入力します。

 b [サービス ] ウ ィ ンド ウで、[HP ReleaseControl 9.20 <サーバー名>] を選択し 、

[サービスの開始 ] をク リ ッ ク します。

注 ： サービスの開始までに数分かかる場合があ り ます。

./Populate.sh i
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 3 HP Release Controlへのアクセスに使用する URL を入力します (使用するユーザー認証

モードごとに異なり ます )。 例 ：

 4 ユーザー名admin、パスワード adminでHP Release Controlにログインします。 ログイ

ンが完了したら、必ずパスワードを変更してください。 パスワードの変更と HP Release

Control ユーザーの作成の詳細は、 『HP Release Controlユーザーガイ ド』 のユーザー構

成の項を参照して ください。

注意 ： HP Release Controlの ID管理ソ リ ューシ ョ ンまたはLDAP認証を使用している場

合、 HP Release Control に管理者と ユーザーを追加する方法について、 『HP Release
Controlユーザーガイ ド』 を参照してください。

LinuxでHP Release Controlを起動するには ：

 1 Linuxシステムに release-control と してログインします。

 2 次のどちらかのコマンドを実行して、 Release Controlデーモンを開始します。

 3 ファ イアウォールの設定で、 入力用にポート 8080が開かれているこ とを確認します。

http://server:8080/ccm

/etc/init.d/release-control

/opt/HP/rc/start.sh
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HP Release Controlサーバーの構成

こ こでは、 HP Release Controlサーバーを構成する方法について説明します。

 1 HP Release Controlにログインします ( 「HP Release Controlの起動」 （26ページ） を参照

してください )。

注意 ： HP Release Control では、 デフォル ト でサポー ト されているのはHP Universal

CMDB 9.x との統合のみです。 HP Universal CMDB の旧バージ ョ ンを使用する場合、

vanilla_for_ucmdb80.zipファ イルをインポート してからHP Release Controlを構成する必

要があ り ます。

 2 [モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] > [サーバー] を選択し、[サーバー] ウ ィンド ウで次の

設定を行います。

UIの要素 説明

サーバー名 サーバーの完全修飾ド メ イン名 (FQDN) を指定します。

注 ： 

➤ デフォルト値である localhostや IP アドレスは使用しないでくだ

さい。

➤ 負荷分散装置の背後で複数のHP Release Controlサーバーでク ラス

ター構成を行っている場合は、 負荷分散装置のド メ イン名を指定

してください。

サーバーアドレス HP Release Controlサーバーアドレスを次の方法で指定してください。

➤ HP Release Controlサーバーを1台インス トールしている場合、この

コンピューターのURLを指定します。

注 ： Webサーバーを使用している場合は、 Webサーバーのポート

を使用してください。

➤ 負荷分散装置の背後で複数のHP Release Controlサーバーでク ラス

ター構成を行っている場合は、負荷分散装置のURLを指定して く

ださい。

SMTPホスト SMTP メールサーバーコンピューターのホス ト名を入力します。
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 3 構成セッ トのド ラフ ト を保存します。 ( 「ド ラフ トの構成セッ トの保存」 （73ページ） を

参照して ください )。

 4 構成の変更を確認してから、 ド ラフ ト をアクテ ィブ化します。 ( 「構成の変更のアク

ティブ化」 （74ページ） を参照してください )。

 5 HP Release Controlサービスを停止します。

 a Windows メニューで [ スタート ] > [ ファイル名を指定して実行 ] の順に選択し、

「services.msc」 と入力します。

 b [サービス ] ウ ィ ンド ウで、[HP ReleaseControl 9.20 <サーバー名>] を選択し 、

[サービスの停止 ] をク リ ッ ク します。

 6 HP Release Controlサービスを再度起動します。

HP Universal CMDBの構成

こ こでは、HP Release Control と HP Universal CMDBの連携に必要な構成の設定について説

明します。

オプシ ョ ンのHP Universal CMDB構成設定については、 『HP Release Controlユーザーガイ

ド』 に記載されている HP Universal CMDBの構成に関する項を参照して ください。

SMTPポート SMTP メールサーバーへの接続に使用するポート を指定します。

SMTPユーザー名 SMTP メール  サーバーに接続するために必要なユーザー名を指定し

ます (必要に応じて )。

SMTPパスワード SMTP メールサーバーへの接続に必要なパスワードを入力します。パ

スワードの暗号化が必要な場合は、『HP Release Controlユーザーガイ

ド』 のパスワード暗号化に関する項を参照して ください。

UIの要素 説明
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注意 ： HP Universal CMDB を使用しない場合 ( ス タン ド アローンモード )、 『HP Release
Controlユーザーガイ ド』 に記載されている HP Release Controlのスタンドアローンモード

構成に関する項を参照してください。

HP Universal CMDBを構成するには ：

 1 rc_package.zipファ イルをHP Universal CMDBでデプロイします。

rc_package.zipファ イルは、 <HP Release Controlインストールディ レク ト リ >

\uCmdb\ucmdb-<バージョ ン>\extensionsフォルダーに格納されています。パッケー

ジの導入の詳細は、 HP Universal CMDBのドキュ メン ト を参照してください。

注意： HP Universal CMDB 7.xおよび8.xの場合、 パッケージ名はccm_package.zipです。

HP Universal CMDB 9.xの場合、 パッケージ名はrc_package.zipです。

 2 HP Release Controlにログインします ( 「Linux上にデータベースを構成するには：」 （25

ページ） を参照してください )。

 3 HP Universal CMDBのバージ ョ ン番号を選択します。

 a HP Release Controlで、[モジュール] > [管理者] > [構成] タブ> [統合] >[HP Universal
CMDB] をク リ ッ ク します。

 b 右ウ ィンド ウのHP Universal CMDBバージョ ンボッ ク スで、 バージョ ンを選択し

ます。

 4 HP Universal CMDBサーバーの詳細情報を入力します。

 a [統合 ] > [HP Universal CMDB] > [利用できる接続] > [Enter a valid CMDB server

name] を選択します。

 b 右ウ ィンド ウで、[HP Universal CMDBサーバー名] ボッ クスにHP Universal CMDB

がインス トールされているサーバーのDNS名を入力します。

 c [ポート ] ボッ クスで、HP Universal CMDBサーバーが使用するポート を指定します。
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 d HP Universal CMDBバージ ョ ン 8.0.xを使用している場合は、 HP Universal CMDBへ

のアクセスで必要になるユーザー名とパスワードを指定します。

 5 構成セッ トのド ラフ ト を保存します。 ( 「ド ラフ トの構成セッ トの保存」 （73ページ） を

参照して ください )。

 6 構成の変更を確認してから、 ド ラフ ト をアクテ ィブ化します。 ( 「構成の変更のアク

ティブ化」 （74ページ） を参照してください )。

旧バージ ョ ンのHP Universal CMDB と HP Release Controlの連携

HP Release Control 9.20 では、 デフォル ト でサポー ト されているのはHP Universal CMDB

9.x との統合のみです。 こ こでは、 HP Universal CMDBの旧バージ ョ ンと連携する方法に

ついて説明します。

 1 HP Release Controlの [モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブを選択します。

 2  [構成セッ トのインポート ] ボタンをク リ ッ ク してから、<HP Release Controlインス

トールディ レク ト リ >\examples\configurationフォルダーにある

vanilla_for_ucmdb80.zipファ イルをインポート します。

 3 [統合] > [HP Universal CMDB] を選択し、HP Universal CMDBバージョ ンボックスで

目的のHP Universal CMDBバージ ョ ンを選択します。

 4 [統合 ] > [HP Universal CMDB] > [利用できる接続 ] ウ ィンド ウで、 [Modeling Studio

リンク ] のURLを次のよ うに更新します。

HP Universal CMDB 8.x HP Universal CMDB 9.x

${protocol}://${cmdb-server}:${port}/

ucmdb/cms/

directAppletLogin.do?ApplicationMo

de=UCMDB_EDITOR&cmd=OpenMo

delingStudio&model_id=${model-id}

&objectId=${ci-id}&navigation=true&

interfaceVersion=8.0.0&customerId=

${customer-id}

${protocol}://${cmdb-server}:${port}/

ucmdb-ui/cms/

directAppletLogin.do?ApplicationM

ode=UCMDB_EDITOR&cmd=OpenM

odelingStudio&model_id=${model-id

}&objectId=${ci-id}&navigation=true

&interfaceVersion=8.0.0&customerId

=${customer-id}
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 5 構成セッ トのド ラフ ト を保存します ( 「ド ラフ トの構成セッ トの保存」 （73ページ） を

参照してください )。

 6 「構成の変更のアクティブ化」 （74ページ） の説明に従って、 構成セッ ト をアクティブ

にします。

 7 HP Release Controlからログアウ ト してから、 ログインします。

 8 [モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [統合] > [HP Universal CMDB] > [CI分析ルッ

クアップ命令 ] ウ ィンド ウで、 CI タイプを含むテーブルを更新します。

 9 [CI分析ルッ クアッ プ命令] ウィ ンド ウで、各CITの属性を変更してテーブルを更新し

ます。

 a HP Universal CMDB 8.x ：

 b HP Universal CMDB 9.x ：

HP Universal CMDB 8.xのCI タイプ HP Universal CMDB 9.xのCI タイプ

business business_elements

host node

ip IP address

HP Universal CMDB 8.xのCI タイプ 属性

business data_name

host host_smnpsysname; data_name; 

host_dnsname

ip data_name; ip_dnsname

HP Universal CMDB 8.xのCI タイプ 属性

business_elements name

node smnp_sys_name; name; 

primery_dns_name

IP address name; authoritative_dns_name
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 10 [CI表示 ] ウ ィンド ウで、 次のCI タイプを含むテーブルを更新します。

 11 [統合] > [HP Universal CMDB] > [潜在変更] > [CI タイプに一致する変更タイプ ] > [追

加されたハードウェア ] ウ ィンド ウで、 CI タイプを含むテーブルを更新します。

 12 [統合] > [HP Universal CMDB] > [潜在変更] > [CI タイプに一致する変更タイプ ] > [追

加されたソフ トウェア ] ウ ィンド ウで、 CI タイプを含むテーブルを更新します。

HP Universal CMDB 8.xのCI タイプ HP Universal CMDB 9.xのCI タイプ

host node

ip ip_address

HP Universal CMDB 8.xのCI タイプ HP Universal CMDB 9.xのCI タイプ

memory memory

host node

このCITは、HP Universal CMDB 8.xでは使用し

ません

logicaldisk

ip ip_address

file system file_system

HP Universal CMDB 8.xのCI タイプ 属性

software element installed software

daemon daemon

service window_service

process process

file file
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 13 [変更プロセス ] > [インパク ト分析ルール ] ウ ィンド ウで、次のCI タイプを含むテーブ

ルを更新します。

 14 [統合 ] > [ フ ィールド ] ウ ィンド ウで、 前の手順で新し く設定した分析ルールが、 各

フ ィールドに適用されているこ とを確認します。

 15 構成セッ トのド ラフ ト を保存します ( 「ド ラフ トの構成セッ トの保存」 （73ページ） を

参照してください )。

 16 「構成の変更のアクティブ化」 （74ページ） の説明に従って、 構成セッ ト をアクティブ

にします。

サービスデスク統合の構成

次に示すよ う に、 サービスデスク の構成は、 使用するサービスデスク によ って異なり

ます。

HP Universal CMDB 8.xのCI タイプ 属性

host node

ip ip_address

ip_range ip_range 

business business _elements

サービスデスク 手順

HP Service Manager 「HP Service Managerの統合の構成」 （35ページ）

HP ServiceCenter 「HP ServiceCenterの統合の構成」 （42ページ）

HP Project and Portfolio 

Management / IT Governance 

Center

「HP Project and Portfolio Management / IT Governance Center の統合

の構成」 （48ページ）

BMC Remedy Action 

Request System
「BMC Remedy Action Request Systemの統合の構成」 （51ページ）
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HP Service Managerの統合の構成

このタスクでは、 HP Service Managerをサービスデスク と して構成する方法について、 次

のステージに沿って説明します。

➤ 「ステージ 1 ： 前提条件」 （36ページ）

➤ 「ステージ 2 ： 構成ユーティ リ ティの実行」 （38ページ）

➤ 「ステージ 3 ： 構成変更の適用」 （40ページ）

注意： HP Release ControlおよびHP Service Managerサーバーがあるサーバーは、同じタイ

ムゾーンで実行されているこ とが必要です。

HP Service Desk 「HP Service Deskの統合の構成」 （54ページ）

データベース 「データベースをサービスデスク と して構成」 （57ページ）

XMLファ イル 「XMLファ イルをサービスデスク と して構成」 （61ページ）

HP Server Automationおよび

HP Network Automation
「HP Server Automation またはHP Network Automation をサービスデ

スク と して構成」 （63ページ）

Aperture Vista DCIM 「Aperture Vista DCIMをサービスデスク と して構成」 （65ページ）

サービスデスク 手順



第 1 章 「HP Release Controlのインストールとデプロイ」

36

ステージ1 ： 前提条件

 1 以下は、 この構成プロセスで必要な情報です。 内容を確認してください。

注意 ： HP Service Managerでは、 WebサービスはHTTP リ ダイレク ト をサポート しない

ため、Webサービスの導入時にHP Service Manager内蔵の負荷分散装置で技術的な問題

が発生します。負荷分散装置を使用する設定を行ったHP Service Manager と HP Release

Controlを連携するには、HP Service Managerに付属する負荷分散装置以外のものを使用

する設定を行う必要があ り ます。 たとえば、 Cisco CSSなどがあ り ます。

 2 HP Service Manager 7.10より古いバージ ョ ンを使用し、 IIA コンテンツが有効でない

場合：HP Service Manager ク ラ イアン トで、 [システム定義 ] > [テーブル] > [cm3t] を選

択します。 [actualEnd] フ ィールド と  [actualStart] フ ィールドを追加します。 データ

型を日付 /時刻に設定します。

✔ 必要な情報

HP Service Managerのバージ ョ ン

HP Service Manager 7.10より古いバージ ョ ン ：

HP Service Managerで IIA (ITSM Implementation Accelerator) コンテンツが有効になっていま

すか。

HP Lightweight Single Sign On (LW-SSO) を使用していますか。

HP Service Managerユーザー名、 パスワード、 タイムゾーン、 ホスト名、 ポート

注 ： タ イムゾーンにはJava命名規則を使用します。

HP Service Manager WSDLファ イルへのアクセスにHTTPSが必要ですか。

注：HP Service ManagerでSSLを使用する設定が行われている場合、SSL証明書をHP Service

Managerから HP Release Controlサーバーにインポートする必要があ り ます。

HP Service Manager WSDLファ イルのURLサフ ィ ッ クス  (デフォルトはsc62server/PWS)
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 3 HP Service Manager 7.11以前のバージョ ンを使用している場合：次の手順に従って、

HP Release Controlアップロードファ イルをロード します。

 a HP Service Manager ク ライアン トで、 Database Managerを選択します。

 b ド ロ ップダウン メニューから  [インポート /ロード ] オプシ ョ ンを選択します。

 c 目的のHP Service Managerファ イルを <HP Release Controlインストールディ レク

ト リ >\examples\service-desk-examples\

ServiceManager\<HP Service Manager バージ ョ ン >\unload-files から読み込み

ます。 

注意 ： HP Service Manager 7.11 (webtier) を使用している場合、

SMRC1.2_Demo_v6.22.unlアンロードファ イルによって、 以前のメニューが上書

きされ、カスタマイズした内容が消去される可能性があ り ます。このファ イルを使

用する と、 HP Release Control インタフェース  (変更カレンダーなど ) にHP Service

Manager 7.11から直接アクセスできます。

こ のアン ロー ド フ ァ イルを読み込まず、 手動で操作し たい場合は、 「付録 ：

SMRC1.2_Demo_v6.22.unlの手動による実行」 （41ページ） を参照してください。

 d ファ イルごとに、 [ フォアグランドでロード ] をク リ ッ ク します。

 4 HP Service Manager 7.11 (webtier) を使用している場合：<HP Release Controlイン

ストールディ レク ト リ >\example\
service-desk-examples\ServiceManager\service-manager-711\webtier\images\ob

j16の内容を、 対応する HP Service Manager webtierディレク ト リにコピーします。

 5 HP Service Manager 7.11以前のバージョ ンを使用している場合 ： HP Release Control

サーバー URLをHP Service Managerで構成します。

 a HP Service Managerで、[システム管理] > [ベースシステム設定] > [その他] > [システ

ム情報レコード ] を選択します。

 b [アクテ ィブ統合 ] タブで、 [HP Release Control] を選択します。
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 c [Webサーバー URL] ボッ クスにHP Release ControlサーバーのURL を入力します。

例 ：

 6 (オプシ ョ ン ) HP Service Managerバージョ ン9.20のみを使用している場合 ：

HP Service Managerの [ カスタマイズ ] > [統合マネージャー ] で、 HP Release Controlを

HP Service Manager統合に追加し、有効にします。詳細については、HP Service Manager

のドキュ メン ト を参照してください。

 7 HP Release Controlから HP Service Managerにアクセスするユーザーは、 [SOAP API 

Execute Capabilities] を有効にする必要があ り ます。 HP Service Manager で、 担当オ

ペレータのこのオプシ ョ ンが有効になっているこ とを確認してください。

 8 (オプシ ョ ン ) 次の手順でSdiConfigurer.batユーティ リ ティ を実行しますが、 一部の

HP Service Manager フ ィールドはHP Release Control フ ィールドへ自動的にマッピング

されます。 マッ ピングするフ ィールド を追加したい場合は、 HP Service Manager の

ChangeRC/ChangeTaskRC外部アクセスオブジェ ク ト でフ ィールド を公開します。

変換スク リプ トでのフ ィールドのマッピングは、 「ステージ 3 ： 構成変更の適用」 の手

順3で行います (40ページを参照してください )。

注意 ： フ ィールドの公開とマッピングでは、 デフォルトのChange と ChangeTask外

部アクセスオブジェク トではなく、 HP Release Control専用のChangeRC と

ChangeTaskRC外部アクセスオブジェク ト を使用してください。

ステージ2 ： 構成ユーテ ィ リテ ィの実行

Windowsシステムの場合 ：

Windows コマンド行で次のコマンドを実行します。

http://server:8080/ccm

<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\bin\SdiConfigurer.bat



第 1 章 「HP Release Controlのインス トールとデプロイ」

39

質問が表示されるので、 回答を入力してから ENTER を押します。 (前提条件の項の最初で

確認した内容を参照して ください )。 質問の末尾の角カッコ内に、 デフォルト値が表示さ

れます。

注意 ： 何も入力しないでENTERを押すと、 デフォルト値が自動的に選択されます。

構成ユーティ リ ティは、選択した値に基づいて構成ファイル (.zipファ イルなど ) を新規作

成します。 構成設定を HP Release Controlに適用するには、 [構成セッ トに構成を追加 ] ボ

タンをク リ ッ ク して、 .zipファ イルをアップロード します。 次の手順に従ってください。

Linuxシステムの場合 ：

 1 Linuxシステムに root と してログインします。

 2 次のコマンドを実行して、ユーザー名 release-controlでHP Release Controlにログインし

ます。

 3 cd binコマンド を実行して、HP Release Controlインスト ールディ レク ト リ に移動します。

 4 次のコマンドを実行します。

質問が表示されるので、回答を入力してから ENTERを押します。 (前提条件の項の最初

で確認した内容を参照して ください )。質問の末尾の角カッコ内に、デフォルト値が表

示されます。

su - release-control

./SdiConfigurer.sh
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ステージ3 ： 構成変更の適用

 1 HP Release Controlで [モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [統合] > [サービス デスク

アダプター ] を選択し、 [構成セッ トのインポート ] ボタンをク リ ッ ク します。

 2 [Select file to upload(アップロードするファ イルを選択 )] ダイアログボッ クスで、

<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\bin\resultを選択し、 

<adapter_name>.zip ファイルを開きます。

新しいノード  (アダプターの名前が付いています ) が、 [統合 ] > [サービス デスク  アダ

プター ] ノードに追加されます。 このノードには、 新しいサービスデスク構成ファ イ

ルが格納されており、 そのファイルは独立して左側ウ ィンド ウに表示されます。 構成

ファイルを選択する と、 その内容が右側ウ ィンド ウに表示されます。

 3 「ステージ 1 ：前提条件」 の手順8で追加フ ィールドを公開している場合 (38ページを参

照してください )、 変換スク リプ ト  (convertChange.js/convertTask.js) でフ ィールド

をマッピングします。

➤ 変換スク リプ ト を表示するには、[統合 ] > [サービス デスク  アダプター] > <アダプ

ター名> ノードを選択し、 右ウ ィンド ウでファイルを表示するタブを選択します。

➤ スク リプ ト を変更する方法については、「[構成 ] タブでの構成ファイルの変更」 （73

ページ） を参照して ください。

 4 HP Service Managerを分析情報で更新するよ うに、HP Release Controlを構成するこ とが

できます。詳細については、『HP Release Controlユーザーガイ ド』 の項を参照してくだ

さい。

 5 構成セッ トのド ラフ ト を保存します。 ( 「ド ラフ トの構成セッ トの保存」 （73ページ） を

参照してください )。
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 6 構成の変更を確認してから、 ド ラフ ト をアクテ ィブ化します。 ( 「構成の変更のアク

ティブ化」 （74ページ） を参照してください )。

注意 ：初期構成の後でサービスデスク設定を変更するには、 『HP Release Control ユー

ザーガイ ド』 のサービスデスク詳細構成に関する項を参照して ください。

付録 ： SMRC1.2_Demo_v6.22.unlの手動による実行

SMRC1.2_Demo_v6.22.unlファ イルを使用する と、HP Release Control インタフェースに

HP Service Managerから直接アクセスできます。 このアンロードファ イルを使用する と、

前のメニューが上書きされる場合や、 カスタマイズした内容が消去される場合があ り ま

す。 こ こでは、 アンロードファ イルを読み込まず、 操作を手動で行う方法について説明

します。

SMRC1.2_Demo_v6.22.unl ファイルの内容を手動で実行するには ：

 1 Infoテーブルに以下の4つのフ ィールドを追加します。

 2 フォームデザイナを使用して、info.company.gフォームに次のコン ト ロールを追加し

ます。

フ ィールド名 データ型

RC 論理

RC.server.url 文字

RC.SD.name 文字

RC.task 論理

コン ト ロール タイプ Input

HP Release Control チェッ クボッ クス RC

Server URL テキス ト RC.server.url
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 3 ChM メニュー名については、 次のオプシ ョ ンを追加します。

 4 CM DETAIL メニュー名については、 次のオプシ ョ ンを追加します。

 5 変更内容を確認するには、 影響を受ける CIを持ち、 ク ローズされていない変更をWeb

ク ライアン トから開き、 [詳細オプシ ョ ン ] コンテキス ト メニューに [RC カレンダー ]

オプシ ョ ンが存在するこ とをチェッ ク します。

HP ServiceCenterの統合の構成

このタスクでは、 HP ServiceCenter をサービスデスク と して構成する方法について、 次の

ステージに沿って説明します。

➤ 「ステージ 1 ： 前提条件」 （43ページ）

➤ 「ステージ 2 ： 構成ユーティ リ ティの実行」 （46ページ）

➤ 「ステージ 3 ： 構成変更の適用」 （46ページ）

指定のサービスデスク テキス ト RC.SD.name

変更タスクのRC リ ンクを有効化 チェッ クボッ クス RC.task

説明
アプリケー

シ ョ ン
条件

RCカレンダー us.launch.rc.cal

endar

stem.info=1 and nullsub($G.ess, false)=false 

and sysinfo.get("environment")#"scguiwweb" 

and lioption("Change Management") and 

(index("SysAdmin", $lo.ucapex)>0 or 

index("ChMAdmin", $lo.ucapex)>0 or 

index("change request", $lo.ucapex)>0)

説明
アプリケー

シ ョ ン
条件

RCカレンダー us.launch.rc.cal

endar

RC in $G.system.info=1 and nullsub($G.ess, 

false)=false and 

sysinfo.get("environment")#"scguiwweb"

コン ト ロール タイプ Input
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ステージ1 ： 前提条件

 1 以下は、 この構成プロセスで必要な情報です。 内容を確認して ください。

注意 ： HP Service Managerでは、 WebサービスはHTTP リ ダイレク ト をサポート しない

ため、Webサービスの導入時にHP Service Manager内蔵の負荷分散装置で技術的な問題

が発生します。負荷分散装置を使用する設定を行ったHP Service Manager と HP Release

Controlを連携するには、HP Service Managerに付属する負荷分散装置以外のものを使用

する設定を行う必要があ り ます。 たとえば、 Cisco CSSなどがあ り ます。

 2 次の手順に従って、 HP Release Controlアップロードファ イルをロード します。

 a HP ServiceCenter ク ライアン トで、 [データベース マネージャー ] を選択します。

 b ド ロ ップダウン メニューから  [インポート /ロード ] オプシ ョ ンを選択します。

 c 目的のHP ServiceCenterファ イルを <HP Release Controlインストールディ レク ト

リ>\examples\service-desk-examples\ServiceCenter\<HP ServiceCenterディ

レクト リ >\unload-filesから 読み込みます。

 d [ フォアグラウンドでロード ] をク リ ッ ク します。

✔ 必要な情報

HP ServiceCenterバージ ョ ン

HP Lightweight Single Sign On (LW-SSO) を使用していますか。

HP Service Managerユーザー名、 パスワード、 タイムゾーン、 ホスト名、 ポート

注 ： タ イムゾーンには Java命名規則を使用します。

HP Service Manager WSDL ファ イルへのアクセスにHTTPSが必要ですか。

注 ： HP ServiceCenterでSSLを使用する設定が行われている場合、 SSL証明書をHP 

ServiceCenterから HP Release Controlサーバーにインポートする必要があ り ます。

HP Service Manager WSDL ファ イルのURLサフ ィ ッ クス
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 3 HP ServiceCenter ク ラ イアン ト  (Eclipse Client) で、[システム定義] > [テーブル] > [cm3t]

を選択します。 [implementationEnd] フ ィールド と  [implementationStart] フ ィール

ド を追加します。 データ型を日付 /時刻に設定し 、 [APIに含める ] ボッ ク スを選択し

ます。

 4 HP ServiceCenter ク ライアン トで、[システム定義] > [テーブル] > [cm3t] を選択します。

[actualEnd] フ ィールド と  [actualStart] フ ィールドを追加します。データ型を日付 /時

刻に設定し、 [APIに含める ] ボッ クスを選択します。

 5 HP ServiceCenter変更フ ィールドを公開します。

 a HP ServiceCenterで、 [ナビゲーシ ョ ン メニュー ] > [ツールキッ ト ] > [WSDL 設定 ]

を選択します。

 b [名前 ] ボッ クスに、 「cm3r」 と入力してENTERを押します。

 c [データ  ポ リシ ] タブで、 公開フ ィールドの一覧に、 次のフ ィールドおよび該当の

プロパティが含まれているこ とを確認します。

 d [保存 ] をク リ ッ ク します。

 6 HP ServiceCenter タスクフ ィールドを公開します。

 a HP ServiceCenterで、 [ナビゲーシ ョ ン メニュー ] > [ツールキッ ト ] > [WSDL 設定 ]

を選択します。

フ ィールド名 APIキャプシ ョ ン 除外 APIデータ型

approval.structure,appr

ovals.required

ApprovalsRequired false

approval.structure,appr

oved.groups

ApprovedGroups false

approval.structure,curre

nt.pending.groups

CurrentPendingGroups false

header,orig.date.entered OrigDateEntered false

implementationEnd ImplementationEnd false 日付 /時刻タイプ

implementationStart ImplementationStart false 日付 /時刻タイプ

sysmodtime sysmodtime false
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 b [名前 ] ボッ クスに、 「cm3t」 と入力してENTERを押します。

 c [データ  ポ リシ ] タブで、 公開フ ィールドの一覧に、 次のフ ィールドおよび該当の

プロパティが含まれているこ とを確認します。

  

 d [保存 ] をク リ ッ ク します。

 7 HP ServiceCenterを再起動します。

 8 (オプシ ョ ン) 次の手順でSdiConfigurer.batユーティ リ ティ を実行しますが、一部のHP

ServiceCenter フ ィールドはHP Release Control フ ィールドへ自動的にマッピングされま

す。 マ ッ ピングする フ ィールド を追加したい場合は、 HP ServiceCenter のChange/

ChangeTask外部アクセスオブジェク トでフ ィールドを公開します。 「ステージ 3 ： 構

成変更の適用」 の手順3 (47ページを参照して ください ) では、 変換スク リプ トでこの

フ ィールドのマッピングを行います。

フ ィールド名
APIキャプシ ョ

ン
除外 APIデータ型

actualEnd ActualEnd false 日付 /時刻タイプ

actualStart ActualStart false 日付 /時刻タイプ

approval.structure,appr

ovals.required

ApprovalsRe

quired

false

approval.structure,appr

oved.groups

ApprovedGroups false

approval.structure,curre

nt.pending.groups

CurrentPend

ingGroups

false

header,approval.status ApprovalStatus false

header,orig.date.entered OrigDateEntered false

header,priority.code Priority false

header,risk.assessment RiskAssessment false

middle,asset Asset false

sysmodtime sysmodtime false



第 1 章 「HP Release Controlのインストールとデプロイ」

46

ステージ2 ： 構成ユーテ ィ リテ ィの実行

コマンド行で次のコマンドを実行します。

質問が表示されるので、 回答を入力してから ENTER を押します。 (前提条件の項の最初で

確認した内容を参照してください )。 質問の末尾の角カッコ内に、 デフォルト値が表示さ

れます。

注意 ： 何も入力しないでENTERを押すと、 デフォルト値が自動的に選択されます。

構成ユーティ リ ティは、選択した値に基づいて構成ファイル (.zipファ イルなど ) を新規作

成します。 構成設定をHP Release Controlに適用するには、 [構成セッ トに構成を追加 ] ボ

タンをク リ ッ ク して、 .zipファ イルをアップロード します。 次の手順に従ってください。

ステージ3 ： 構成変更の適用

 1 HP Release Controlで [モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [統合] > [サービス デスク

アダプター ] を選択し、 [構成セッ トのインポート ] ボタンをク リ ッ ク します。

 2 [Select file to upload(アップロードするファ イルを選択 )] ダイアログボッ クスで、

<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\bin\resultを選択し、 

<adapter_name>.zip ファイルを開きます。

<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\bin\SdiConfigurer.bat
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新しいノード  (アダプターの名前が付いています) が、 [統合 ] > [サービス デスク  アダ

プター ] ノードに追加されます。 このノードには、 新しいサービスデスク構成ファ イ

ルが格納されており、 そのファ イルは独立して左側ウ ィンド ウに表示されます。 構成

ファイルを選択する と、 その内容が右側ウ ィンド ウに表示されます。

 3 「ステージ 1 ：前提条件」 の手順8で追加フ ィールドを公開している場合 (45ページを参

照して ください )、 変換スク リプ ト  (convertChange.js/convertTask.js) でフ ィールド

をマッピングします。

➤ 変換スク リプ ト を表示するには、[統合 ] > [サービス デスク  アダプター] > <アダプ

ター名> ノードを選択し、 右ウ ィンド ウでファイルを表示するタブを選択します。

➤ スク リプ ト を変更する方法については、「[構成 ] タブでの構成ファイルの変更」 （73

ページ） を参照してください。

 4 構成セッ トのド ラフ ト を保存します。 ( 「ド ラフ トの構成セッ トの保存」 （73ページ） を

参照して ください )。

 5 構成の変更を確認してから、 ド ラフ ト をアクテ ィブ化します。 ( 「構成の変更のアク

ティブ化」 （74ページ） を参照してください )。

 6 HP Release Controlから HP ServiceCenterにアクセスするユーザーは、 [SOAP API 

Execute Capabilities] を有効にする必要があ り ます。 HP ServiceCenter で、 担当オペ

レータのこのオプシ ョ ンが有効になっているこ とを確認して ください。

注意 ：初期構成の後でサービスデスク設定を変更するには、 『HP Release Control ユー

ザーガイ ド』 のサービスデスク詳細構成に関する項を参照して ください。
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HP Project and Portfolio Management / IT Governance Centerの統合

の構成

このタスクでは、 HP Project and Portfolio Management /  IT Governance Centerをサービスデ

スク と して構成する方法について、 次のステージに沿って説明します。

➤ 「ステージ 1 ： 前提条件」 （48ページ）

➤ 「ステージ 2 ： 構成ユーティ リ ティの実行」 （49ページ）

➤ 「ステージ 3 ： 構成変更の適用」 （50ページ）

ステージ1 ： 前提条件

 1 以下は、 この構成プロセスで必要な情報です。 内容を確認してください。

✔ 必要な情報

HP Project and Portfolio Management / IT Governance Centerのバージ ョ ン

サービスデスクユーザー名、 パスワード、 ホスト名、 ポート

(オプシ ョ ン ) HP Release Control との認証統合を行う場合、 次の情報が必要です。 認証統合

を使用する と、 HP Release Controlで変更要求を承認する と、 サービスデスク内のワークフ

ローステータスが更新されます。

➤ ソースワークフローステップ。 HP Project and Portfolio Managementのどのステップの承

認が必要かを決定します。 このステップは、HP Release Control承認ステータスで更新さ

れます。

➤ Oracle DB SID (システム ID)

➤ Oracle DBホス ト名

➤ Oracle DBポート

➤ Oracle DBユーザー名

➤ Oracle DBパスワード

HP ProjectおよびPortfolio Managementのワークフローステップを記録しておきます。 これ

は、 HP ProjectおよびPortfolio Management ワークベンチで参照できます。 詳細については、

HP ProjectおよびPortfolio Managementのドキュ メン ト を参照して ください。
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 2 HP Project and Portfolio Management 7.5 よりも古いバージ ョ ン ： HP Project and

Portfolio Management / IT Governance Center Web Services サービ スデス ク アプ リ ケー

シ ョ ンを CMDBサーバーと同期している場合は、 データ型が文字列のmam-ticket-id

とい う名前の変更要求フ ィールドをHP Release Controlに新し く追加して ください。 こ

のフ ィールドに分析ルールmam-ticketを適用し、分析ルールレベルをChange と Task

の両方に設定します。

変更要求フ ィールドの新規作成と分析ルールの適用については、 『HP Release Control
ユーザーガイ ド』 に記載されている変更要求フ ィールドの作成と変更に関する項を参

照して ください。

ステージ2 ： 構成ユーティ リテ ィの実行

コマンド行で次のコマンドを実行します。

質問が表示されるので、 回答を入力してから ENTER を押します。 (前提条件の項の最初で

確認した内容を参照して ください )。 質問の末尾の角カッコ内に、 デフォルト値が表示さ

れます。

注意 ： 何も入力しないでENTERを押すと、 デフォルト値が自動的に選択されます。

構成ユーティ リ ティは、選択した値に基づいて構成ファイル (.zipファ イルなど ) を新規作

成します。 構成設定を HP Release Controlに適用するには、 [構成セッ トに構成を追加 ] ボ

タンをク リ ッ ク して、 .zipファ イルをアップロード します。 次の手順に従ってください。

<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\bin\SdiConfigurer.bat
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ステージ3 ： 構成変更の適用

 1 HP Release Controlで [モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [統合] > [サービス デスク

アダプター ] を選択し、 [構成セッ トのインポート ] ボタンをク リ ッ ク します。

 2 [Select file to upload(アップロードするファ イルを選択 )] ダイアログボッ クスで、

<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\bin\resultを選択し、 

<adapter_name>.zip ファイルを開きます。

新しいノード  (アダプターの名前が付いています ) が、 [統合 ] > [サービス デスク  アダ

プター ] ノードに追加されます。 このノードには、 新しいサービスデスク構成ファ イ

ルが格納されており、 そのファイルは独立して左側ウ ィンド ウに表示されます。 構成

ファイルを選択する と、 その内容が右側ウ ィンド ウに表示されます。

 3 変換スク リプ ト  (convertRelease.js/convertChange.js) を使用して、 HP Project and

Portfolio Management のワークフローステップ (構成の前提条件と して記録した内容 )

を、 HP Release Controlのステータス名にマッピングします。

➤ 変換スク リプ ト を表示するには、[統合 ] > [サービス デスク  アダプター] > <アダプ

ター名> ノードを選択し、 右ウ ィンド ウでファイルを表示するタブを選択します。

➤ スク リプ ト を変更する方法については、「[構成 ] タブでの構成ファイルの変更」 （73

ページ） を参照して ください。

 4 構成セッ トのド ラフ ト を保存します。 ( 「ド ラフ トの構成セッ トの保存」 （73ページ） を

参照してください )。

 5 構成の変更を確認してから、 ド ラフ ト をアクテ ィブ化します。 ( 「構成の変更のアク

ティブ化」 （74ページ） を参照してください )。
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注意 ：初期構成の後でサービスデスク設定を変更するには、 『HP Release Control ユー

ザーガイ ド』 のサービスデスク詳細構成に関する項を参照して ください。

BMC Remedy Action Request Systemの統合の構成

このタスクでは、BMC Remedy Action Request Systemをサービスデスク と して構成する方

法について、 次のステージに沿って説明します。

➤ 「ステージ 1 ： 前提条件」 （51ページ）

➤ 「ステージ 2 ： 構成ユーティ リ ティの実行」 （51ページ）

➤ 「ステージ 3 ： BMC Remedyファ イルをHP Release Controlにコピー」 （52ページ）

➤ 「ステージ 4 ： 構成変更の適用」 （53ページ）

ステージ1 ： 前提条件

以下は、 この構成プロセスで必要な情報です。 内容を確認して ください。

.

ステージ2 ： 構成ユーティ リテ ィの実行

コマンド行で次のコマンドを実行します。

✔ 必要な情報

BMC Remedyのバージ ョ ン

BMC Remedyユーザー名、 パスワード、 サーバー名

<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\bin\SdiConfigurer.bat
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質問が表示されるので、 回答を入力してから ENTER を押します。 (前提条件の項の最初で

確認した内容を参照してください )。 質問の末尾の角カッコ内に、 デフォルト値が表示さ

れます。

注意 ： 何も入力しないでENTERを押すと、 デフォルト値が自動的に選択されます。

構成ユーティ リ ティは、選択した値に基づいて構成ファイル (.zipファ イルなど ) を新規作

成します。 構成設定をHP Release Controlに適用するには、 [構成セッ トに構成を追加 ] ボ

タンをク リ ッ ク して、 .zipファ イルをアップロード します。 次の手順に従ってください。

ステージ3 ： BMC Remedy ファイルをHP Release Controlにコピー

BMC Remedy Action Request Systemサービスデスクアプ リ ケーシ ョ ンを接続するには、特

定のBMC Remedy Action Request Systemファ イルがHP Release Controlサーバーにアクセス

可能な状態にする必要があ り ます。

 1 HP Release Controlサービスを停止します。

 a Windows メニューで [ スタート ] > [ ファイル名を指定して実行 ] の順に選択し、

「services.msc」 と入力します。

 b [サービス ] ウ ィ ンド ウで、[HP ReleaseControl 9.20 <サーバー名>] を選択し 、

[サービスの停止 ] をク リ ッ ク します。

 2 BMC Remedyファ イルをHP Release Controlにコピーします。

➤ BMC Remedy ARS 5.0の場合 ：

 a arapi50.jar と arutil50.jarを、BMC Remedy Action Request System インス トールディ

レク ト リから  <HP Release Control インス トールディ レク ト リ >\tomcat\libディ

レク ト リにコピーします。

 b arapi50.dll、 arjni50.dll、 arrpc50.dll、 arutl50.dllを、 BMC Remedy Action Request

System インス ト ールディ レ ク ト リ から、 HP Release Control サーバーマシン上の

<HP Release Control インス トール ディ レク ト リ >\apps\ccm\

WEB-INF\os_lib\win32ディ レク ト リにコピーします。
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➤ BMC Remedy ARS 7.0の場合 ：

 c arapi70.jarと arutil70.jarをBMC Remedy Action Request Systemインス トールディレ

ク ト リから、<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\tomcat\libディレ

ク ト リにコピーします。

 d すべてのWindows ライブラ リ ファ イル (*.dll) を BMC Remedy Action Request System

インス トールディ レク ト リから、 HP Release Controlサーバーマシン上の 

<HP Release Control インストール ディ レク ト リ >

\apps\ccm\WEB-INF\os_lib\win32ディ レク ト リにコピーします。

 3 HP Release Controlサービスを開始します。

ステージ4 ： 構成変更の適用

 1 HP Release Controlで [モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [統合] > [サービス デスク

アダプター ] を選択し、 [構成セッ トのインポート ] ボタンをク リ ッ ク します。

 2 [Select file to upload(アップロードするファ イルを選択 )] ダイアログボッ クスで、

<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\bin\resultを選択し、 

<adapter_name>.zip ファイルを開きます。

新しいノード  (アダプターの名前が付いています) が、 [統合 ] > [サービス デスク  アダ

プター ] ノードに追加されます。 このノードには、 新しいサービスデスク構成ファ イ

ルが格納されており、 そのファ イルは独立して左側ウ ィンド ウに表示されます。 構成

ファイルを選択する と、 その内容が右側ウ ィンド ウに表示されます。

 3 構成セッ トのド ラフ ト を保存します。 ( 「ド ラフ トの構成セッ トの保存」 （73ページ） を

参照して ください )。
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 4 構成の変更を確認してから、 ド ラフ ト をアクテ ィブ化します。 ( 「構成の変更のアク

ティブ化」 （74ページ） を参照してください )。

注意 ：初期構成の後でサービスデスク設定を変更するには、 『HP Release Control ユー

ザーガイ ド』 のサービスデスク詳細構成に関する項を参照してください。

HP Service Deskの統合の構成

このタスクでは、 HP Service Deskをサービスデスク と して構成する方法について、次のス

テージに沿って説明します。

➤ 「ステージ 1 ： 前提条件」 （54ページ）

➤ 「ステージ 2 ： 構成ユーティ リ ティの実行」 （55ページ）

➤ 「ステージ 3 ： HP Service Deskファ イルをHP Release Controlへコピー」 （55ページ）

➤ 「ステージ 4 ： 構成変更の適用」 （56ページ）

ステージ1 ： 前提条件

以下は、 この構成プロセスで必要な情報です。 内容を確認してください。

.

✔ 必要な情報

HP Service Deskサーバー名とポート

HP Service Deskユーザー名とパスワード
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ステージ2 ： 構成ユーティ リテ ィの実行

コマンド行で次のコマンドを実行します。

質問が表示されるので、 回答を入力してから ENTER を押します。 (前提条件の項の最初で

確認した内容を参照して ください )。 質問の末尾の角カッコ内に、 デフォルト値が表示さ

れます。

注意 ： 何も入力しないでENTERを押すと、 デフォルト値が自動的に選択されます。

構成ユーティ リ ティは、選択した値に基づいて構成ファイル (.zipファ イルなど ) を新規作

成します。 構成設定を HP Release Controlに適用するには、 [構成セッ トに構成を追加 ] ボ

タンをク リ ッ ク して、 .zipファ イルをアップロード します。 次の手順に従ってください。

ステージ3 ： HP Service DeskファイルをHP Release Controlへコピー

BMC Remedy Action Request Systemサービスデスクアプリ ケーシ ョ ンを接続するには、特

定のBMC Remedy Action Request Systemファ イルがHP Release Controlサーバーにアクセス

可能な状態にする必要があ り ます。

 1 HP Release Controlサービスを停止します。

 a Windows メニューで [ スタート ] > [ ファイル名を指定して実行 ] の順に選択し、

「services.msc」 と入力します。

 b [サービス ] ウ ィ ンド ウで、[HP ReleaseControl 9.20 <サーバー名>] を選択し 、

[サービスの停止 ] をク リ ッ ク します。

 2 web-api.jarファ イルを、 HP Service Desk servicepages\webapps\

sd-sp45\WEB-INF\libディ レク ト リからコピーし、 <HP Release Control インス トー

ルディ レク ト リ >\tomcat\libディ レク ト リに貼り付けます。 

 3 HP Release Controlサービスを開始します。

<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\bin\SdiConfigurer.bat
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ステージ4 ： 構成変更の適用

 1 HP Release Controlで [モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [統合] > [サービス デスク

アダプター ] を選択し、 [構成セッ トのインポート ] ボタンをク リ ッ ク します。

 2 [Select file to upload(アップロードするファ イルを選択 )] ダイアログボッ クスで、

<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\bin\resultを選択し、 

<adapter_name>.zip ファイルを開きます。

新しいノード  (アダプターの名前が付いています ) が、 [統合 ] > [サービス デスク  アダ

プター ] ノードに追加されます。 このノードには、 新しいサービスデスク構成ファ イ

ルが格納されており、 そのファイルは独立して左側ウ ィンド ウに表示されます。 構成

ファイルを選択する と、 その内容が右側ウ ィンド ウに表示されます。

 3 構成セッ トのド ラフ ト を保存します。 ( 「ド ラフ トの構成セッ トの保存」 （73ページ） を

参照してください )。

 4 構成の変更を確認してから、 ド ラフ ト をアクテ ィブ化します。 ( 「構成の変更のアク

ティブ化」 （74ページ） を参照してください )。

注意 ：初期構成の後でサービスデスク設定を変更するには、 『HP Release Control ユー

ザーガイ ド』 のサービスデスク詳細構成に関する項を参照してください。
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データベースをサービスデスクとして構成

このタスクでは、 データベースをサービスデスク と して構成する方法について、 次のス

テージに沿って説明します。

➤ 「ステージ 1 ： 前提条件」 （57ページ）

➤ 「ステージ 2 ： 構成ユーティ リ ティの実行」 （59ページ）

➤ 「ステージ 3 ： 構成変更の適用」 （60ページ）

ステージ1 ： 前提条件

使用しているデータベースについて、 構成プロセスで必要になる接続情報とデータベー

スプロパティを確認して ください。

Oracleデータベースと MS-SQLデータベース

.

✔ 必要な情報 説明

➤ Oracle データベース。 Oracle

SID、DBホス ト名、ポート、ユー

ザー名、 パスワード。

➤ MS-SQLデータベース。DB名、

DBホス ト名、ポート、ユーザー

名、 パスワード。

データベース接続プロパティ

変更 ID列名

注 ： このフ ィールドの設定ファイ

ルでの名前はIdFieldNameです。

ID フ ィールド値が格納されている、 解析結果セッ ト

内の列の名前。
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ID選択クエリ 変更要求のlast-updatedフ ィールドの値に基づいて、

変更要求IDを返すSQL クエ リ。

重要 ： このクエ リ では、 最後の変更要求を取得した

日付を指定しないで ください。 指定する と、 同じ変

更要求が毎回取得され、 無限ループが発生します。

正しいクエリの例 ：

このクエ リでは、 最後に変更要求を取得した日付が

指定されていません。 この日付は、 最後に変更要求

を取得した日付よ り も後でなければなり ません。

たとえば、最後の変更要求が2010年2月1日に取得さ

れた場合、 最後の変更要求の取得日を次のよ うに設

定します。

select change_id from changes where 

last_updated > ?

誤ったクエリの例 ：

このクエ リでは、 最後に変更要求を取得した日付が

指定されています。 これによ り、 同じ変更要求が毎

回取得され、無限ループが発生する可能性があり ます。

select change_id from changes where 

last_updated >= ?

IDで変更要求を選択するクエ リ 特定の変更の詳細情報をすべて返すSQLクエ リです。

正しいクエリの例 ：

select * from changes where change_id=?

✔ 必要な情報 説明
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ステージ2 ： 構成ユーティ リテ ィの実行

コマンド行で次のコマンドを実行します。

質問が表示されるので、 回答を入力してから ENTER を押します。 (前提条件の項の最初で

確認した内容を参照して ください )。 質問の末尾の角カッコ内に、 デフォルト値が表示さ

れます。

注意 ： 何も入力しないでENTERを押すと、 デフォルト値が自動的に選択されます。

構成ユーティ リ ティは、選択した値に基づいて構成ファイル (.zipファ イルなど ) を新規作

成します。 構成設定を HP Release Controlに適用するには、 [構成セッ トに構成を追加 ] ボ

タンをク リ ッ ク して、 .zipファ イルをアップロード します。 次の手順に従ってください。

最後に更新されたフ ィールド結

果を含む列名

注 ： このフ ィールドの設定ファイ

ルでの名前は

lastUpdatedFieldNameです。

last-update フ ィールド値が格納されている、 解析結

果セッ ト内の列の名前。

最後に更新された列タイプ 次の値のいずれかです。 time、 timestamp、 date、

milliseconds、 seconds。

<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\bin\SdiConfigurer.bat

✔ 必要な情報 説明



第 1 章 「HP Release Controlのインストールとデプロイ」

60

ステージ3 ： 構成変更の適用

 1 HP Release Controlで [モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [統合] > [サービス デスク

アダプター ] を選択し、 [構成セッ トのインポート ] ボタンをク リ ッ ク します。

 2 [Select file to upload(アップロードするファ イルを選択 )] ダイアログボッ クスで、

<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\bin\resultを選択し、 

<adapter_name>.zip ファイルを開きます。

新しいノード  (アダプターの名前が付いています ) が、 [統合 ] > [サービス デスク  アダ

プター ] ノードに追加されます。 このノードには、 新しいサービスデスク構成ファ イ

ルが格納されており、 そのファイルは独立して左側ウ ィンド ウに表示されます。 構成

ファイルを選択する と、 その内容が右側ウ ィンド ウに表示されます。

 3 構成セッ トのド ラフ ト を保存します。 ( 「ド ラフ トの構成セッ トの保存」 （73ページ） を

参照してください )。

 4 構成の変更を確認してから、 ド ラフ ト をアクテ ィブ化します。 ( 「構成の変更のアク

ティブ化」 （74ページ） を参照してください )。

注意 ：初期構成の後でサービスデスク設定を変更するには、 『HP Release Control ユー

ザーガイ ド』 のサービスデスク詳細構成に関する項を参照してください。
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XML ファイルをサービスデスクと して構成

このタスクでは、 XML ファ イルをサービスデスク と して構成する方法について、 次のス

テージに沿って説明します。

➤ 「ステージ 1 ： 前提条件」 （61ページ）

➤ 「ステージ 2 ： 構成ユーティ リ ティの実行」 （62ページ）

➤ 「ステージ 3 ： 構成変更の適用」 （62ページ）

ステージ1 ： 前提条件

 1 HP Release ControlがXMLファ イルを格納および読み出すフォルダーを確認します。こ

の情報は、 次の手順で実行する構成ユーティ リ ティで必要になり ます。

 2 サービスアプリ ケーシ ョ ン要求 (XML ファ イル形式 ) が格納されているディ レク ト リ

に対する読み取り権限が、 HP Release Controlユーザーに割り当てられているこ とを確

認して ください。
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ステージ2 ： 構成ユーテ ィ リテ ィの実行

コマンド行で次のコマンドを実行します。

質問が表示されるので、 回答を入力してから ENTER を押します。 (前提条件の項の最初で

確認した内容を参照してください )。 質問の末尾の角カッコ内に、 デフォルト値が表示さ

れます。

注意 ： 何も入力しないでENTERを押すと、 デフォルト値が自動的に選択されます。

構成ユーティ リ ティは、選択した値に基づいて構成ファイル (.zipファ イルなど ) を新規作

成します。 構成設定をHP Release Controlに適用するには、 [構成セッ トに構成を追加 ] ボ

タンをク リ ッ ク して、 .zipファ イルをアップロード します。 次の手順に従ってください。

ステージ3 ： 構成変更の適用

 1 HP Release Controlで [モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [統合] > [サービス デスク

アダプター ] を選択し、 [構成セッ トのインポート ] ボタンをク リ ッ ク します。

 2 [Select file to upload(アップロードするファ イルを選択 )] ダイアログボッ クスで、

<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\bin\resultを選択し、 

<adapter_name>.zip ファイルを開きます。

<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\bin\SdiConfigurer.bat
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新しいノード  (アダプターの名前が付いています) が、 [統合 ] > [サービス デスク  アダ

プター ] ノードに追加されます。 このノードには、 新しいサービスデスク構成ファ イ

ルが格納されており、 そのファ イルは独立して左側ウ ィンド ウに表示されます。 構成

ファイルを選択する と、 その内容が右側ウ ィンド ウに表示されます。

 3 構成セッ トのド ラフ ト を保存します。 ( 「ド ラフ トの構成セッ トの保存」 （73ページ） を

参照して ください )。

 4 構成の変更を確認してから、 ド ラフ ト をアクテ ィブ化します。 ( 「構成の変更のアク

ティブ化」 （74ページ） を参照してください )。

注意 ：初期構成の後でサービスデスク設定を変更するには、 『HP Release Control ユー

ザーガイ ド』 のサービスデスク詳細構成に関する項を参照して ください。

HP Server AutomationまたはHP Network Automationを

サービスデスクとして構成

このタスクでは、 <サービスデスク >をサービスデスク と して構成する方法について、 次

のステージに沿って説明します。

➤ 「ステージ 1 ： 前提条件」 （63ページ）

➤ 「ステージ 2 ： 構成ユーティ リ ティの実行」 （64ページ）

➤ 「ステージ 3 ： 構成変更の適用」 （64ページ）

ステージ1 ： 前提条件

 1 以下は、 この構成プロセスで必要な情報です。 内容を確認して ください。

.

✔ 必要な情報

HP Server Automation ： サーバー名、 ユーザー名、 パスワード

HP Network Automation ： サーバー URL、 ユーザー名、 パスワード
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ステージ2 ： 構成ユーテ ィ リテ ィの実行

コマンド行で次のコマンドを実行します。

質問が表示されるので、 回答を入力してから ENTER を押します。 (前提条件の項の最初で

確認した内容を参照してください )。 質問の末尾の角カッコ内に、 デフォルト値が表示さ

れます。

注意 ： 何も入力しないでENTERを押すと、 デフォルト値が自動的に選択されます。

構成ユーティ リ ティは、選択した値に基づいて構成ファイル (.zipファ イルなど ) を新規作

成します。 構成設定をHP Release Controlに適用するには、 [構成セッ トに構成を追加 ] ボ

タンをク リ ッ ク して、 .zipファ イルをアップロード します。 次の手順に従ってください。

ステージ3 ： 構成変更の適用

 1 HP Release Controlで [モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [統合] > [サービス デスク

アダプター ] を選択し、 [構成セッ トのインポート ] ボタンをク リ ッ ク します。

 2 [Select file to upload(アップロードするファ イルを選択 )] ダイアログボッ クスで、

<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\bin\resultを選択し、 

<adapter_name>.zip ファイルを開きます。

<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\bin\SdiConfigurer.bat
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新しいノード  (アダプターの名前が付いています) が、 [統合 ] > [サービス デスク  アダ

プター ] ノードに追加されます。 このノードには、 新しいサービスデスク構成ファ イ

ルが格納されており、 そのファ イルは独立して左側ウ ィンド ウに表示されます。 構成

ファイルを選択する と、 その内容が右側ウ ィンド ウに表示されます。

 3 構成セッ トのド ラフ ト を保存します。 ( 「ド ラフ トの構成セッ トの保存」 （73ページ） を

参照して ください )。

 4 構成の変更を確認してから、 ド ラフ ト をアクテ ィブ化します。 ( 「構成の変更のアク

ティブ化」 （74ページ） を参照してください )。

注意 ：初期構成の後でサービスデスク設定を変更するには、 『HP Release Control ユー

ザーガイ ド』 のサービスデスク詳細構成に関する項を参照して ください。

Aperture Vista DCIMをサービスデスクと して構成

このタスクでは、Aperture Vista DCIMをサービスデスク と して構成する方法について、次

のステージに沿って説明します。

➤ 「ステージ 1 ： 前提条件」 （66ページ）

➤ 「ステージ 2 ： SQL を実行して、 Aperture Vista DCIMデータベースにHP Release Control

ビューを作成します。」 （66ページ）

➤ 「ステージ 3 ： 構成ユーティ リ ティの実行」 （66ページ）

➤ 「ステージ 4 ： 構成変更の適用」 （67ページ）
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ステージ1 ： 前提条件

 1 以下は、 この構成プロセスで必要な情報です。 内容を確認してください。

.

ステージ2 ： SQLを実行して、 Aperture Vista DCIMデータベースに

HP Release Controlビューを作成します。

 1 Aperture Vista DCIMデータベースに接続します。 (Aperture Vista DCIMデータベースの

前提条件の項の最初で確認した内容を参照してください )。

 2 <HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\\examples

\service-desk-examples\ApertureVista\CreateRcView.sqlファ イルを実行します。

ステージ3 ： 構成ユーテ ィ リテ ィの実行

コマンド行で次のコマンドを実行します。

オプシ ョ ン 10を選択し、表示された質問に対して回答を選んでENTERを押します。 (前提

条件の項の最初で確認した内容を参照して ください )。 質問の末尾の角カッ コ内に、 デ

フォルト値が表示されます。

注意 ： 何も入力しないでENTERを押すと、 デフォルト値が自動的に選択されます。

構成ユーティ リ ティは、選択した値に基づいて構成ファイル (.zipファ イルなど ) を新規作

成します。 構成設定をHP Release Controlに適用するには、 [構成セッ トに構成を追加 ] ボ

タンをク リ ッ ク して、 .zipファ イルをアップロード します。 次の手順に従ってください。

✔ 必要な情報

Aperture Vista DCIMバージ ョ ン 6がサポート されています。

Aperture Vista DCIMデータベース名、 ユーザー名、 パスワード、 ホスト名、

ポート  (デフォルト ポートは1433)

<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\bin\SdiConfigurer.bat
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ステージ4 ： 構成変更の適用

 1 HP Release Controlで [モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [統合] > [サービス デスク

アダプター ] を選択し、 [構成セッ トのインポート ] ボタンをク リ ッ ク します。

 2 [Select file to upload(アップロードするファ イルを選択 )] ダイアログボッ クスで、

<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\bin\resultを選択し、 

<adapter_name>.zip ファイルを開きます。

新しいノード  (アダプターの名前が付いています) が、 [統合 ] > [サービス デスク  アダ

プター ] ノードに追加されます。 このノードには、 新しいサービスデスク構成ファ イ

ルが格納されており、 そのファ イルは独立して左側ウ ィンド ウに表示されます。 構成

ファイルを選択する と、 その内容が右側ウ ィンド ウに表示されます。

 3 convert.jsファ イルのEMAC_URL_part1セクシ ョ ンで、 aperture_vista_hostフ ィー

ルドではなく、Aperture VistaサーバーのURLを入力します (「[構成 ] タブでの構成ファ

イルの変更」 （73ページ） を参照してください )。

 4 構成セッ トのド ラフ ト を保存します。 ( 「ド ラフ トの構成セッ トの保存」 （73ページ） を

参照して ください )。
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 5 構成の変更を確認してから、 ド ラフ ト をアクテ ィブ化します。 ( 「構成の変更のアク

ティブ化」 （74ページ） を参照してください )。

注意 ：初期構成の後でサービスデスク設定を変更するには、 『HP Release Control ユー

ザーガイ ド』 のサービスデスク詳細構成に関する項を参照してください。

Webサーバーの構成

HP Release Control を導入する と、 Web サーバーとの連携が可能にな り ます。 HP Release

Control と同じコンピューターに、次のいずれかのWebサーバーをインス トールできます。

➤ Microsoft Internet Information Services (IIS) 5.x または6.x

➤ Apache HTTP Server 2.2x

Apacheは、 <HP Release Controlインストールディ レク ト リ >

\utilities\webServerConfigurer\apacheディ レク ト リにインス トールします。

注意：ApacheサーバーにMicrosoft IIS Webサーバーが既にインス トールされ、アクティブ

化されている場合、 Apache サーバーでHP Release Control を構成するこ とはできません。

これは、いずれのWebサーバーでもデフォルトポートが80であるためです。 したがって、

まずMicrosoft IIS Web サーバーを停止する必要があ り ます。 インス トール後に、 Apache

Webサーバーを別のポート  (例：90) で動作するよ うに設定してから、IISを再起動します。

Webサーバー設定が必要になるのは、 次のよ うな場合です。

➤ CA SiteMinderなどのサードパーティ製 ID管理ソ リ ューシ ョ ンで作業している場合。

➤ Tomcatのクラスター構成で使用するソフ ト ウェア負荷分散装置が、 Tomcat との通信に

AJPプロ ト コルを使用できない場合。
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Webサーバー設定には、 Webサーバーの構成ユーティ リ ティ を使用します。

注意：Webサーバーのインス トール完了後、[モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブ > [サー

バー ] ウ ィンド ウの [サーバー アドレス ] ボッ クスで、 Webサーバーのポートが指定され

ているこ とを確認して ください。 サーバーアドレスが正し く設定されていないと、 電子

メールと レポー ト は正し く動作しません。 詳細については、 「[ サーバー ] ウ ィ ン ド ウ」

（571ページ） を参照してください。

Webサーバーの構成ユーティ リテ ィ を使用するには ：

次のコマンドを実行します。

以下は、 コマンド行の <オプシ ョ ン > です。

<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\bin\WebServerConfigurer.bat <オプシ ョ ン>

オプシ ョ ン 説明

config apache <ポート > 

<apacheホームディ レク ト リ >

Apache Web サーバーを構成します。 以下のApache構成オプ

シ ョ ンを指定します。

➤ <ポート >。 Apache Webサーバーで使用するポート。

➤ <apacheホームディ レク ト リ >。Apache Webサーバーのイ

ンス トールディ レク ト リ 。

config IIS, <ポート > 

<バージ ョ ン>

<RC Webサイ ト >

以下の IISサーバーの構成オプシ ョ ンを指定します。

➤ < ポート >。 サーバーで使用されるポート。 デフォルトの

ポートは80です。

➤ <バージ ョ ン>。 Webサーバーのバージ ョ ンで、 5または6。

➤ <RC Webサイ ト >。HP Release Control用に定義されたWeb

サイ ト。 IIS の新規インス トールでは、 HP Release Control

のデフォルトのサイ トは、デフォルト Webサイ ト と呼ばれ

ます。
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例 ：

➤ Apacheサーバーをインス トールするには、 次のコマンドを実行します。

➤ デフォルトのWebサイ トに対してIISサーバーのバージ ョ ン6を設定するには、次のコマ

ンドを実行します。

--encrypted-password-file 

< ファイル>

<ファ イル> で指定した暗号化パスワードを使用します。

remove-config Web サーバーとの連携を行わないよ うに、 HP Release Control

を構成します。 このコマンドを実行しても、 Web サーバーは

アンインス トールされません。

注 ： <HP Release Controlインス トールディ レク ト リ >

\conf\server.settings ファ イルでは、 server-addressプロパ

ティのHP Release Controlのポート番号は、 Tomcatのデフォル

トのポート  (8080) にリセッ ト されます。 HP Release Control と

Tomcatのポート番号が同じであるこ とを確認して ください。

<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\bin\WebServerConfigurer.bat install 
apache "C:\Apache Software Foundation\Apache 2.2"

<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\bin\WebServerConfigurer.bat config IIS 
6 "Default Web Site"

オプシ ョ ン 説明
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注意 ： 

➤ Webサーバーの構成ユーティ リ ティ を使用して IIS Webサーバーを設定する と、 IIS

から HP Release Control Tomcatサーバーへのリ ダイレク ト を行う ISAPI フ ィルター

のステータスが不明になるこ とがあ り ます。 ユーザーが初めて HP Release Control

にログオンした時点で、 ISAPIフ ィルターのステータスは準備完了に更新されるは

ずです。

➤ 既存のISAPIフ ィルターが動作中のIIS Webサーバーを構成するこ とはできません。

これを行うには、 インス トール済みのmod_jk ISAPIフ ィルターを削除し、Webサー

バーの構成ユーティ リ ティ を使用して IISをHP Release Control用に設定する必要が

あ り ます。

➤ Webサーバーの設定を削除するには、 次のコマンドを実行します。

サーバーリバースプロキシ経由でのHP Release Controlへのアクセス

サーバーリバースプロキシ (SRP) 経由でのHP Release Controlへのアクセスを有効にする

こ とができます。

SRP経由でのHP Release Controlへのアクセスを有効にするには ：

 1 /ccmおよび /rcdocsのパスを、HP Release Controlがインス トールされている リモート

サーバーのURLにマッピングします。

たとえば、 リバースプロキシがApacheサーバーの場合は、 次の行をhttps.confファ イ

ルに追加します。

<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\bin\WebServerConfigurer.bat 
remove-config

ProxyPass /ccm http://<RC_HOST_NAME>:<RC_HTTP_PORT>/ccm
ProxyPassReverse /ccm http://<RC_HOST_NAME>:<RC_HTTP_PORT>/ccm
ProxyPass /rcdocs http://<RC_HOST_NAME>:<RC_HTTP_PORT>/rcdocs
ProxyPassReverse /rcdocs http://<RC_HOST_NAME>:<RC_HTTP_PORT>/rcdocs
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/rcdocsは、 ccmに加えて、追加アプリ ケーシ ョ ンと して リバースプロキシサーバーで

構成されている必要があ り ます。

 2 ファ イルを保存し、 Apacheサーバーを再起動して、 構成を有効にします。

HP Release Controlのアクセス URLは、 リバースプロキシホス ト を参照する必要があ り ま

す。 例 ：

それぞれ、 http://<proxy_host>/ccmおよびhttp://<proxy host>/rcdocs。

注意： リバースプロキシのタイプが異なれば、 必要な構成手順も異なるこ とがあ り ます。

詳細については、 使用するプロキシサーバーのドキュ メン ト を参照してください。

SRP と ともにHTTPSを使用するには ：

 1 HP Release Controlが、自己署名またはCA証明書を使ってHTTPSプロ ト コルで動作する

よ うに構成します。

 2 セキュ リティ証明書をHP Release Controlからエクスポート し、 プロキシサーバーのト

ラス ト ス ト アにインポート します。

注意： Apacheサーバーでは、 ト ラス ト ス ト アファ イル (cacertsファ イル ) はインス トー

ルに含まれません。 PEMでエンコード された cacertsファ イルを新規に作成するこ とが

必要な場合があ り ます。詳細については、Apacheのドキュ メン ト を参照してください。

 3 Apacheサーバーを使用している場合は、 71ページの手順1の指示に従って、

https.confファ イルに行を追加します。
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HP Release Controlの構成設定

管理者モジュールにある  [構成 ] タブでは、 環境のセッ ト アップに必要な構成設定を定義

します。 こ こでは、 [構成 ] タブで行う以下のタスクについて説明します。 このタスクは、

構成プロセスで実行されます。

➤ 「[構成 ] タブでの構成ファイルの変更」 （73ページ）

➤ 「ド ラフ トの構成セッ トの保存」 （73ページ）

➤ 「構成の変更のアクティブ化」 （74ページ）

[構成 ] タブでの構成ファイルの変更

構成設定は、[構成] タブに表示される構成ファイル (スク リプ ト ファ イルおよびXMLファ

イルなど ) 内で定義されます。 このタスクでは、 構成ファイルの変更方法を説明します。

構成ファイルを変更するには ：

 1 HP Release Controlで、 [モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブを選択し、 修正する構成

ファイルを選択します。 そのファイルの内容が右側のウ ィンド ウに表示されます。

 2 必要な修正をファイルに加えたら、 [現在の編集できる構成セッ トの保存 ] ボタンをク

リ ッ ク して、 [ ド ラフ ト と して保存 ] ダイアログボッ クスを開き、 修正した構成セッ ト

をド ラフ ト と して保存します。

ド ラフ トの構成セッ トの保存

構成セッ ト を新し く作成する と、 ド ラフ ト と して保存されます。 ド ラフ ト とは、 まだア

クティブになっていない構成セッ ト です。 ド ラフ トがアクティブになった時点で、 新し

い構成プロパティがHP Release Control に適用されます。 ( 「構成の変更のアクティブ化」

（74ページ） を参照してください )。

ド ラフ トの構成セッ ト を保存するには ：

 1 [モジュール] > [管理者 ] > [構成 ] タブを選択して、 必要な構成の変更を行います。

 2 左ウィ ンド ウにある  [現在の編集できる構成セッ ト の保存] ボタンをク リ ッ ク すると 、

[ ド ラフ ト と して保存 ] ダイアログボッ クスが開きます。 こ こで、 変更した構成セッ ト

をド ラフ ト と して保存します。
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 3 [ ド ラフ ト名 ] ボッ クスにド ラフ トの名前を入力し、 [保存 ] をク リ ッ ク します。

構成の変更のアクテ ィブ化

こ こでは、 ド ラ フ ト の構成セッ ト をアクテ ィ ブにして、 構成プロパテ ィ を HP Release

Controlに適用する方法について説明します。

構成の変更を適用するには ：

 1 [モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タブをク リ ッ ク します。左ウ ィンド ウで、 [構成セッ

ト を開く ] ボタン をク リ ッ クする と、 [構成セッ ト を開く ] ダイアログボッ クスが開き

ます。

 2 [ ド ラフ ト ] ボタンを押すと、 既存のド ラフ トのみが表示されます。

 3 必要なド ラフ ト を選択して、 [オープン ] をク リ ッ ク します。 現在選択されている構成

セッ トの名前が左ウ ィンド ウの一番上に表示されます。

 4 左ウ ィンド ウで、[現在の構成セッ トのアクテ ィベーシ ョ ン ] ボタンをク リ ッ クする と、

選択されている ド ラフ トがアクティブになり、 HP Release Controlに新しい構成プロパ

ティが適用されます。

HP Release Controlのアンインストール

HP Release Control は、 コン ト ロールパネルを使って Windows から削除できます。 また、

Linuxからは、 一連のシェルコマンドを実行してHP Release Controlを削除できます。

Windowsから HP Release Controlを削除するには ：

 1 [スタート ] > [ コン ト ロールパネル ] > [プログラムの追加と削除] をク リ ッ ク します。

 2 プログラム リ ス トから HP Release Controlを選択し、 [削除 ] を選択します。

Linuxから HP Release Controlを削除するには ：

 1 Linuxシステムに root と してログインします。

 2 /opt/HP/rc/stop.sh コマンドを実行して、 Release Controlデーモンを停止します。
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 3 次のコマンドを実行して、 HP Release Controlを削除します。

rpm -e release-control
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第 2 章
HP Release Controlのアップグレード

この章では、 Windowsで、 HP Release Control 4.12以降からバージ ョ ン 9.20にアップグ

レードする方法について説明します。

4.12 より古いバージ ョ ンから 9.20 にアップグレードするには ：

➤ バージ ョ ン 4.12へのアップグレードは、『HP Release Control 4.12 Deployment Guide』に
記載の手順に従ってください。

➤ バージョ ン 4.12から 9.20へのアッ プグレード は、 こ の章に記載の手順に従ってく だ

さ い。

アップグレードプロセスでは、 次のステージを実行します。

➤ 「ステージ 1 ： 前提条件」 （78ページ）

➤ 「ステージ 2 ： HP Release Controlのインス トールとアップグレード」 （80ページ）

➤ 「ステージ 3 ： サービスデスクアダプターを 9.20にアップグレード」 （81ページ）

➤ 「ステージ 4 ： アップグレード後のガイ ド ラ イン」 （83ページ）
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ステージ1 ： 前提条件

 1 HP Release Control と HP Universal CMDB 7.0を使用している場合：次の手順を実行

してください。

➤ HP Universal CMDBをスタンドアローンモードに設定します。

➤ HP Release Control 4.1xを使用している場合：uCmdbConfigurerユーティ リ ティ

を使用します。 詳細については、 HP Release Control 4.1x のドキュ メ ン ト を参照

してください。

➤ HP Release Control 5.0を使用している場合： [モジュール ] > [管理者 ] > [構成 ] タ

ブ > [統合 ] > [HP Universal CMDB] を選択し、 [HP Universal CMDBバージョ

ン ] ボッ クスの [HP Universal CMDB がありません (スタンドアローン )] を選

択します。

または

➤ HP Universal CMDBを新しいバージ ョ ンにアップグレード します。

 2 変更要求キューが空であるこ とを確認します。

 a 該当する手順を実行して ください。

➤ 4.1x以降のバージョ ン ： <旧バージョ ンのHP Release Controlインストール

ディ レク ト リ >\confディ レク ト リで、サービスデスクアダプター構成ファイル 

(<service desk>-adapter.settings) を開きます。 たとえば、 HP Service 

Managerを使用している場合のファイル名は、

servicemanager-ws-adapter.settingsです。

➤ 5.00以降のバージョ ン：[モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [統合] > [サービ

ス デスク  アダプター ] をク リ ッ ク し、 目的のサービスデスクアダプターノー

ドを選択します。 構成ファイルが右側のウ ィンド ウに表示されます。 構成ファ

イルを編集する方法は、 「HP Release Controlの構成設定」 （73ページ） を参照し

てください。
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 b アダプター構成ファイルで、 アダプターを初期モードに切り替えます。

➤ 次の行に移動します。

➤ コ メン ト を解除し、 日時を次のよ うに変更します。 

[前回ポーリング日時 ] には、 HP Release Controlが最後にサービスデスクのポー

リ ングを実行した日時よ り も前の日時を指定します。 デフォル トでは、 ポーリ

ングは30秒に1回実行されます。

前回のポーリ ング日時は、 現在日時よ り も数時間前に設定するこ とをお勧めし

ます。 たとえば、 今日が 2010年1月20日の場合、 前回ポーリ ング日時を次のよ

うに設定します。

 c HP Release Controlを再起動し、 キュー内にある変更要求をすべて処理します。

 d <旧バージョ ンのHP Release Controlインストールディ レク ト リ >\binにある

Queue Managerユーティ リ ティ を実行して、 キューが空であるこ とを確認します。

Queue Managerユーティ リ ティの操作方法については、『HP Release Controlユーザー

ガイ ド』 を参照してください。

 3 HP Release Control 5.00以降を使用している場合 ： アダプターの設定およびスク リプ ト

ファ イル (*.js) をダウンロード して保存します。

 4 HP Release Controlサービスを停止します。

 5 Webサーバー (Apache または IIS) でHP Release Control を使用している場合、 Webサー

バー構成ユーティ リ ティを実行して Webサーバー構成ファイルを削除します。 次のコ

マンドを実行します。

<!--initial-load-state><前回ポーリング日時></initial-load-state-->

<initial-load-state>[前回ポーリング日時 ]</initial-load-state>

<initial-load-state>1/20/2010 00:00:00 PST</initial-load-state>

<旧バージ ョ ンのHP Release Control インストールディ レク ト >\bin\WebServerConfigurer.bat 
remove-config 
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注意：新しいバージ ョ ンのHP Release Controlをインス トールした後、引き続き Webサー

バーを使用する場合は、 新しい環境でWebサーバー構成ユーティ リ ティを実行して構

成を行います。 詳細については、 『HP Release Control ユーザーガイ ド』 のユーティ リ

ティの項を参照してください。

 6 アップグレードでエラーが発生してもデータが破損しないよ うに、 データベースを

バッ クアップします。

ステージ2 ： HP Release Controlのインストールとアップグレード

 1 HP Release Controlバージ ョ ン 9.20をインス トールします (「HP Release Controlのインス

トール」 （19ページ） を参照してください )。

インス トール作業を行う前に、インス トール前の確認を行います ( 「インス トールの前

に」 （13ページ） を参照してください )。

 2 HP Release Control構成でパスワード  (データベースパスワードなど ) を暗号化している

場合は、 <旧バージョ ンのHP Release Control インストールディ レク ト リ >\security

の内容を、 <HP Release Control 9.20インストールディ レク ト リ >\securityにコピー

(および上書き ) します。

 3 アップグレード後のHP Release Controlで使用するデータベースを構成します。 この作

業には、 データベース構成ウ ィザード  ( 「データベースまたはユーザースキーマの設

定」 （21ページ） を参照してください ) を使用します。

 4 <HP Release Control 9.20インストールディ レク ト リ >\binディ レク ト リの

Upgrade.bat を実行する と、 アップグレードが始ま り ます。 プロンプ トが表示された

ら、 旧バージ ョ ンのHP Release Controlインスト ールディ レク ト リ  (C:\HP\RC500など )

の完全パスを入力します。

 5 旧バージ ョ ンのccmlog4j.propertiesファ イルでログレベルを変更している場合は、新

しいccmlog4j.properties ファ イルと cmdblog4j.propertiesファ イルでも同じ変更を

行ってください。

 6 HP Release Controlサーバーを起動します。
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ステージ3 ： サービスデスクアダプターを 9.20にアップグレード

注意 ：次に示す手順は、 旧バージ ョ ンのHP Release Controlで使用していたサービスデ

スクアダプターごとに実行する必要があ り ます。

 1 <HP Release Control 9.20インストールディ レク ト リ >\binディ レク ト リの

SdiConfigurer.bat を実行します。 アダプター設定を入力しますが、 旧バージ ョ ンの

HP Release Control で使用していたアダプターの設定フ ァイルと同じ値を設定して く

ださい。

➤ HP Release Control 4.12 ： ファ イルは、 <旧バージョ ンのHP Release Controlイ

ンス トールディ レク ト リ >\conf\ ディレク ト リに格納されています。

➤ HP Release Control 5.00以降 ： 「ステージ1 ： 前提条件」 の 手順3 で保存した設定

ファイルを使用します。

注意 ： アダプター名は、 アップグレード前の旧バージ ョ ンと同じ名前を使用して くだ

さい。 アダプター名は、 <service-desk-application> タグで参照できます。 次に例を

示します。

<service-desk-application>PPM</service-desk-application>

アダプター名はPPMです。

 2 アダプターを構成セッ トに追加します。 詳細については、 「ステージ 3 ： 構成変更の適

用」 （40ページ） を参照してください。

 3 構成セッ ト を保存します。 ただし、 まだアクティブ化しないでください。 詳細につい

ては、 「ド ラフ トの構成セッ トの保存」 （73ページ） を参照してください。

 4 旧バージ ョ ンのHP Release Controlで使用していたアダプターの設定およびスク リプ ト

ファ イル (*.js) を変更している場合は、 これをアップロード します。
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➤ HP Release Control 4.1x：このファ イルは、<旧バージョ ンのHP Release Control

インストールディ レク ト リ >\conf\<アダプター名>.extディ レク ト リに格納されて

います。

➤ HP Release Control 5.00以降 ： 「ステージ 1 ： 前提条件」 の手順3 で保存した設定

ファイルを使用します。

 5 アダプター構成ファ イルで、 古いチケッ ト を取得する設定を行います。 アップグレー

ドを実行した時間帯をカバーできるよ うに設定する必要があ り ます。

➤ HP Service Manager とデータベースアダプター ： 次のプロパティを探します。

➤ その他のアダプター ： 次の行のコ メン ト を解除し、 日時を変更します。 

[前回ポーリング日時 ] には、 アップグレードの開始時刻よ り も前の日時を指定し

ます。 デフォルトでは、 ポーリ ングは30秒に1回実行されます。

次の例では、今日が2010年1月20日であ り、アップグレードを 2:00 AMに開始した

ので、 前回ポーリ ング日時を深夜0:00に設定しています。

 6 サービスデスク と してRemedyを使用し、.jarファ イルを  <旧バージョ ンのHP Release

Control インス トールディ レク ト リ >\tomcat\webapps\ccm\WEB-INF\libディ レク ト

リに手動で追加した場合、追加したファイルを <HP Release Control 9.20インストー

ルディ レク ト リ >\apps\ccm\WEB-INF\os_libにコピーします。

startFrom=

<initial-load-state>[前回ポーリング日時 ]</initial-load-state>

<initial-load-state>1/20/2010 00:00:00 PST</initial-load-state>
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 7 HP Release Control 4.1xからアップグレードする場合は、[アクシ ョ ン アイテム ] フ ィル

ター見出しをレポート テンプレートから削除します。

 a [モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [モジュール] > [分析] > [レポート ] > [変更

レポート  - HTML と PDFテンプレート )] をク リ ッ ク します。

 b [ダウンロード ： grid.changes-report.jrxml] をク リ ッ ク し、 開いた [参照 ] ダイア

ログボッ クスを使用してローカルディレク ト リにファ イルをエクスポート します。

ローカルディ レク ト リ上でファイルを開きます。

 c 次の文字列が2箇所にあるので、 検索します。

 d いずれも、 次の文字列で置換します。

 e ファ イルを保存します。

 f [モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [モジュール] > [分析] > [レポート ] > [変更

レポート  - HTML と PDFテンプレート )] をク リ ッ ク します。右ウ ィンド ウの [ ファ

イルのアップロード ] をク リ ッ ク して、変更したファイルをローカルディレク ト リ

から HP Release Controlシステムにインポート します。

 8 左ウ ィンド ウで、 [現在の構成セッ トのアクテ ィベーシ ョ ン ] ボタンをク リ ッ ク し

ます。 選択したド ラフ トがアクティブになり、 HP Release Controlに新しい構成プロパ

ティが適用されます。

ステージ4 ： アップグレード後のガイド ライン

 1 旧バージ ョ ンの製品をアンインス トールします。

 2 旧バージ ョ ンのchange-flow.js スク リプ ト を変更していない場合は、 次の手順に従っ

て、 新しいchange-flow.jsスク リプ ト を更新するこ とをお勧めします。

<textFieldExpression class="java.lang.String"><![CDATA["Change Requests:
<style isBold=\"true\">" + $P{CHANGE_FILTER} + "</style>  Action items:<style 
isBold=\"true\">" + $P{COLLABORATION_FILTER} + "</style>"]]></
textFieldExpression>

<textFieldExpression class="java.lang.String"><![CDATA["Filter:<style 
isBold=\"true\">" + $P{CHANGE_FILTER} + "</style>"]]></textFieldExpression>
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 a HP Release Controlで、[モジュール] > [管理者] > [構成] タブ > [変更プロセス ] > [変

更フロー スクリプ ト ] ノードをク リ ッ ク します。そのファイルの内容が右側のウ ィ

ンド ウに表示されます。 すべての内容を手動で削除します。

 b <HP Release Control 9.20 インストールディ レク ト リ >\examples\scriptsディ レ

ク ト リに移動し、 テキス ト編集ツールでchange-flow.jsファ イルを開きます。

 c change-flow.jsの内容をコピーし、 [変更フロー スクリプ ト ] ノードの右側ウ ィン

ド ウに貼り付けます。

 d 構成変更を保存し、アクティブにします ( 「HP Release Controlの構成設定」 （73ペー

ジ） を参照して ください )。

 3 HP Release Control 4.1xからのアップロード ： [計算されたリスク ] 条件を定義した

フ ィルターが存在する場合、フ ィルター自体は動作しますが、デフォルトのフ ィルター

設定を使用して [計算されたリスク ] 条件を編集するこ とはできなくな り ます。フ ィル

ターを編集するには ：

 a HP Release Controlで、[モジュール] > [管理者] > [構成] タブ> [統合] > [フ ィールド ]

をク リ ッ ク します。

 b [利用できるフ ィールド ] ウ ィンド ウで、[分析データ ] > [calculated-risk] フ ィール

ドを選択します。

 c [ フ ィールドの属性 ] ウ ィンド ウで、[ フ ィルターのレイアウト ] タブで [ フ ィルター

に表示 ] オプシ ョ ンを選択します。

 d 構成変更を保存し、アクティブにします ( 「HP Release Controlの構成設定」 （73ペー

ジ） を参照して ください )。

 e HP Release Controlにログインし、 フ ィルターを編集します。

注 ： 

➤ フ ィルター定義を変更し、 [計算されたリスク ] 条件ではなく、 新しい [Risk 

severity( リスクの重要度 )] 条件を使用するこ とをお勧めします。

➤ また、 フ ィルターの編集が完了したら、 [フ ィールド ] ウ ィンド ウに戻り、

[calculated-risk] フ ィールドの [フ ィルターに表示 ] オプシ ョ ンをオフにしておく

こ とをお勧めします。
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 4 HP Release Controlの新しいバージ ョ ンをインス トールした後、 引き続き Webサーバー

を使用する場合は、 新しい環境でWebサーバー構成ユーティ リ ティを実行し、 構成を

行う必要があ り ます。 Web サーバーを構成する方法については、 『HP Release Control
ユーザーガイ ド』 のユーティ リ ティの項を参照して ください。

 5 アップグレード前に ID管理モードを使用し、 アップグレード後も引き続き使用する場

合は、 ID管理モード向けにHP Release Controlを再構成する必要があ り ます。詳細につ

いては、 『HP Release Control ユーザーガイ ド』 の 「ID管理モードの使用」 を参照して

ください。

 6 アップグレード前に期間を定義していた場合は、[モジュール] > [管理者] > [期間] タブ

を選択し、 [設定の保存 ]  ボタンをク リ ッ ク します。
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第 3 章
FAQ

この章では、 HP Release Controlのインス トールおよび構成上の問題に関する FAQ情報を

提供し、 その解決策を示します。

この章では、 次の項目を説明します。

➤ 「スタンドアローンモード用のcmdb-mock.jsスク リプ トの構成方法」 （87 ペー

ジ）

➤ 「2つの変更アダプターを使用して変更チケッ ト をプルする方法と、 異なる手段でリ ス

ク値を計算する方法」 （92 ページ）

➤ 「SSLを使用する場合のHP Release Control と Service Managerの統合のセッ ト アップ方

法」 （94 ページ）

➤ 「HP Release ControlのユーザーをLDAPグループマッピングなしでセッ ト アップする方

法」 （96 ページ）

スタンドアローンモード用のcmdb-mock.jsスクリプ トの構成方法

問題

HP Release Control 9.13 をスタンドアローンモードで Service Manager 7.11 と と もに使用す

る場合、変更要求およびタスクは、Connect-Itシナリオと と もにXMLファ イルでHP Release

Controlに送られます。 変更要求のXML属性では、 アプリ ケーシ ョ ン名をフ ィールドの 1

つと して受け取り ます。 その情報を使用し、 アプ リ ケーシ ョ ンのインパク ト を表示する

には、 cmdb-mock.jsスク リプ ト をどのよ うに変更すればよいでし ょ うか。
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解決方法

cmdb-mock.js スク リプ ト を以下のよ うに変更します。

 1 [統合 ] > [フ ィールド ] > [分析データ ] を選択し、 新しいフ ィールド

changed-applicationを追加します。

 a [名前 ] テキス トボッ クスに 「changed-application」 と入力し、 それにタイプとカ

テゴ リ を割り当てます。
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 b [CI分析ルール ] タブで、 [business_element] チェッ クボッ クスをオンにします。

また、 別のCI タイプに一致する別のルールを選択するこ と もできます。

 2 (オプシ ョ ン ) 必要であれば、[変更プロセス ] > [インパク ト分析ルール] で、独自のCIタ

イプに一致する一致パターンを持つCI分析ルールを新規に追加します。 アプ リ ケー

シ ョ ンフ ィールドについて、 新規に作成したルールにマークを付けるには、 手順 1 を

繰り返す必要があ り ます。
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 3 <xml adapter> -> convertChange.jsを選択します。ApplicationNameがXMLファ イ

ルのフ ィールド名です。 changed-applicationフ ィールドを、 以下のよ うにしてXML

フ ィールドにマッピングします。

同じよ うに <xml adapter> -> convertTask.jsを修正します。

これで、 XMLのApplicationNameフ ィールドがHP Release Controlの

changed-application フ ィールドに接続され、 HP Release Controlは、 事前定義された

CI分析ルールに従って、 ApplicationName属性のCI タ イプを検出できます。 次のス

テップは、 インパク トの重大度をCI タイプに基づいて定義する処理です。

 4 cmdb-mock.jsスク リプ ト を変更して、アプリ ケーシ ョ ンのインパク ト を設定します。

 a Impact構成セクシ ョ ンで、 アプリ ケーシ ョ ンタイプを独自のタイプに変更します。

function convert(demoRFC, genericRFC) {
                .............
                genericRFC.setField("changed-application", demoRFC.get("ApplicationName"));
                .............
}
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 b getSeverity() 関数を修正して、 インパク トの重大度をマッピングします。

 5 こ こで、 定義したルールに基づいて任意のCI タイプに一致する値を持つ

ApplicationName属性も含め、 変更のXML データを準備します。 次に、 HP Release

ControlはCIタ イプを検出し 、 上記の条件に基づいて、 インパク ト の重大度を計算し

ます。

2つの変更アダプターを使用して変更チケッ ト をプルする方法と、 異なる

手段でリスク値を計算する方法

問題

Service Manager と メ インフレームの 2つの変更について、 2つの変更アダプターを使用し

て変更チケッ ト をどのよ うにプルできますか (たとえば、 DBアダプター )。

var APP_TYPE1 = "business_element";
var APP_TYPE2 = " my_own_type ";
var APP_TYPE3 = "your_own_type3";
.............
var APPLICATION_TYPES = new Array(APP_TYPE1, APP_TYPE2, APP_TYPE3, 
............);

function getSeverity(ciId, type){
                if (type.toLowerCase() == APP_TYPE1.toLowerCase()){
                                // You can add more conditions here for impact severity setting
                                return SEVERITY_CRITICAL;
                }
                else if(type.toLowerCase() == APP_TYPE2.toLowerCase()){
                                // You can add more conditions here for impact severity setting
                                return SEVERITY_HIGH;
                }
                else if(type.toLowerCase() == APP_TYPE3.toLowerCase()){
                                // You can add more conditions here for impact severity setting
                                return SEVERITY_MEDIUM;
                }
                return SeverityEnum.getUnknown();
}
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これらの 2種類の変更について、 異なる方法 (uCMDB リ スク /指定リ スク計算 ) をどのよ

うに使用して リ スク値を計算できますか。

解決方法

現在のと ころ、 HP Release Controlには前述の構成のためのUI コンポーネン トがあ り ませ

んが、 このよ うなタスクは変更スク リプ ト を更新して実行できます。

例と して、 以下の手順を参照して ください。

 1 2つのサービスデスクアダプター (sd1およびsd2) をインポート します。

 2 HP Release Controlで、[管理者] > [構成] > [統合] > [フ ィールド ] を選択し、service-desk

とい う カスタマイズフ ィールドを追加します。

 3 [管理者 ] > [構成 ] > [統合 ] > [sd1] > [convertChange.js] を選択し、function convertに

コード行を追加します。

 4 [sd2] > [convertChange.js] も、 1つ前の手順と同じよ うに設定します。

 5 [管理者] > [構成] > [変更プロセス] > [変更フロー スクリプ ト ] を選択し、次のコード行

を関数 function overrideRiskに追加します。

 6 HP Release Controlサービスを再起動します。 これで、 sd1からの変更がリ スク計算を

取得するよ うにな り ます。

変更フ ロース ク リ プ ト から起動可能な他の関数については、 『HP Release Control API
Reference』 の 「RiskAnalysis」、 「RawRiskFactorCalculationResult」、 および

「OverrideRulesResult classes」 を参照してください。

function convert(sm_rfc, generic_rfc) {
......
generic_rfc.setField("service-desk", "sd1")
......
                                }

function overrideRisk(prevChange, newChange, analysis, result) {
//-----Example:maximize risk when change tickets from sd1 adapter
      if (newChange.getField("service-desk")== "sd1"){
                                result.risk= 100;
                }
}
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SSLを使用する場合のHP Release Control と Service Managerの統合の

セッ トアップ方法

問題

SSLを使用する場合、HP Release Control と Service Managerの統合をどのよ うにセッ ト アッ

プすればよいでし ょ うか。

解決方法

Tomcatを使ったSSL構成の例と して、 以下の手順を参照して ください。

 1 キース ト アファ イルを作成します (証明書ファイルがある場合、この手順をスキップで

きます )。

 a Windows コマンド  プロンプ ト を開きます。 次のコマンドを入力して、 ディ レク ト

リ を Javaプラ ッ ト フォームのbinフォルダに変更します。

 b 次のコマンドを入力して、HP Release Controlのプライベート キーとキース ト アを作

成します。

要件に基づいて山かっ こで囲まれているパラ メーターを置換し ます。 keypass と

storepassのパスワードは同じである必要があ り ます。 .binファ イルは実際のキース ト

アファ イルです。

 c keytool によって名と姓の入力を要求されたら、 要求に応じて個人情報を入力しま

す。

 d keytoolによって組織単位、 組織、 市町村、 都道府県、 2文字から成る国コードの入

力を要求されたら、 会社の識別情報を入力します。

 e 入力した情報を確認し、 正しければ 「はい」 と入力します。

cd %JAVA_HOME%/bin

keytool -genkey -alias <rctracer> -keypass <rcadmin> -keystore <rctracer.bin> 
-storepass <rcadmin>
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 f ディ レク ト リ を Javaプラ ッ ト フォームのbinフォルダーに変更し、rctracer.binファ

イルが作成されているこ とを確認します。

 2 キース ト アファ イルを使用するよ うにTomcatを構成します。

 a rctracer.bin をTomcatのwebappsフォルダーにコピーします。

 b servers/server-0/confディ レク ト リに移動し、 server.xmlを開きます。

 c Connector port="8443"要素を見つけ、コ メン ト を解除します。clientAuthの下にコー

ド行を 2行追加します。

 d ファ イルを保存して閉じます。

注意 ：複数のノードがある場合、 各ノードに対して server.xmlファ イルを変更する必要が

あ り ます。

 3 SSL と連携するよ うにWebサーバーアプリ ケーシ ョ ンを構成します。

 a Web サーバーアプリ ケーシ ョ ンの apps/ccm/WEB-INF ディ レク ト リに移動し、

web.xmlを開きます。 </web-app>の前に次のXMLフラグメン ト を追加します。

<Connector port="8443"
maxThreads="150" minSpareThreads="25" maxSpareThreads="75"
enableLookups="true" disableUploadTimeout="true"
acceptCount="100" debug="0" scheme="https" secure="true"
clientAuth="false" sslProtocol="TLS"
keystoreFile="../webapps/rctracer.bin"
keystorePass="rcadmin" />

<security-constraint>
<web-resource-collection>
<web-resource-name>securedapp</web-resource-name>
<url-pattern>/*</url-pattern>
</web-resource-collection>
<user-data-constraint>
<transport-guarantee>CONFIDENTIAL</transport-guarantee>
</user-data-constraint>
</security-constraint>
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 b ファ イルを保存して閉じます。

HP Release ControlのユーザーをLDAPグループマッピングなしで

セッ トアップする方法

問題

HP Release Control でLDAP グループマッピングなしでユーザーをセッ ト アップするには

ど うすればよいですか。

解決方法

組織がアプリ ケーシ ョ ンにLDAPグループを使用しないか、 LDAP経由で認証できないこ

とが許容できない場合でも、 HP Release Control管理者はユーザーをセッ ト アップするこ

とができます。

例と して、 以下の手順を参照してください。

 1 HP Release Controlデータベースに管理者ユーザーをインポート します。

 a 次の形式のテキス ト ファ イルを用意し、<HP Release Controlインストールディ レ

ク ト リ >\bin\の下に ldap_users.csv とい う名前で保存します。

➤ デフォルト以外の役割を割り当てるユーザーのリ ス ト をこのファ イルに記述し

ます。 ユーザーにシステム管理者の役割を割り当てる必要があ り ます。 こ こで

割り当てた管理者ユーザーがHP Release Control管理者とな り ます。

➤ ファ イルに記述されたユーザーは、LDAPサーバーへのアクセス権を持つ必要が

あ り ます。 そ うでないと、 LDAPを有効にしたと きに承認の問題が発生します。

USERNAME,PASSWORD,FIRST_NAME,LAST_NAME,EMAIL,BUSINESS_ID,ROLE
jdoe,,John,Doe,jon.doe@hp.com,jdoe,System Administrator
jimmy,,,,,,Change Manager
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➤ 一部のフ ィールドは空白にしておく こ と もできますが、 "USERNAME"フ ィール

ドは指定する必要があ り ます。 これは、 手順2-cで ldap.propertiesの

usersUniqueIDAttributeプロパティに指定する LDAP属性を表します。

 b Windows コマンドプロンプ ト を開きます。ディ レク ト リ を<HP Release Controlイ

ンス トールディ レク ト リ >\bin\に変更し、 ImportUsers.bat コマンドをデフォル ト

ユーザー adminで実行します。

スク リーンシ ョ ッ トでは、 jimmy というユーザーがHP Release Controlデータベース

にすでに存在するため、警告が表示されています。 このユーザープロファイルは更

新されます。

 2 HP Release Controlで、グループマッピングなしで使用するよ うにLDAPを構成します。

 a 管理者でHP Release Controlにログインし、 認証モードをLDAPに設定します。
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 b LDAPモードの詳細を構成し、 次のこ とに注意します。

➤ デフォルトの役割となる役割 (例、ユーザー ) を選択します。LDAPモードでユー

ザーの役割を更新し、管理モジュールへのアクセス権を割り当てる方法について

は、 次の手順を参照して ください。

➤ 役割は初期状態のHP Release Controlシステムであらかじめ定義されています。実

際の要件を満たすには、 ManageRoles.bat コマンドを実行して、独自の役割を作成

します。 例 ：

詳細については、 『HP Release Controlユーザーガイ ド』 > 「付録」 > 「ユーティ リ

ティ」 > 「役割マネージャー」 のセクシ ョ ンを参照してください。

➤ [電子メール ヘッダー ]、 [名ヘッダー ]、 [姓ヘッダー ] は、対応する LDAP属性名

を表します。

➤ [同期する役割 ] チェッ クボッ クスはオンにしないでください。ユーザーが初めて

ログインしたと きに、 HP Release Controlはデフォルトの役割を使用せずに、 ユー

ザーの役割をデータベースから取得します。

 c LDAPサーバープロパティの構成

<HP Release Controlインストールディ レク ト リ >\bin\ManageRoles.bat -c -r NewRole -a 
<permission name1> <permission name 2> .....



第 3 章 「FAQ」

99

 i <HP Release Controlインストールディ レク ト リ >/examples/

ldap-examplesディ レク ト リ を参照し、 LDAP サーバータイプに応じて適切

なプロパテ ィ テンプレー ト フ ァ イルを 1 つ選択します。 た と えば、 openDS

LDAPサーバーの場合は ldap.properties.SOを選択します。

 ii 選択したテンプレート ファ イルを開き、 グループ関連のプロパティ以外のプ

ロパティを更新します。

 iii 更新が完了したら、ファ イルを保存して名前を ldap.propertiesに変更します。

このファイルをRCにアップロード します。

 iv 構成セッ ト を新しい名前で保存します。 次の警告メ ッセージが表示される場

合があ り ます。

この警告は、 管理者権限を持つ役割がマッピングされた LDAP グループが存

在しないために生じています。 この警告は無視してください。

 v 構成セッ トのアクティベーシ ョ ン。
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 vi HP Release Controlからログアウ ト します。

 3 HP Release ControlにLDAPユーザーでログインします。

 a HP Release ControlにLDAPユーザーでログインします。 HP Release Controlはパス

ワード承認のためにLDAPサーバーに接続し、その後でこのユーザーがデータベー

スにすでに存在するかど うかを確認します。 存在する場合、 HP Release Control は

データベースにあ る役割を このユーザーに割 り 当てます。 存在し ない場合、

HP Release Controlはデフォルトの役割 (ユーザー ) を割り当て、 新しいユーザーが

RCデータベースに作成されます。

 b 新しいLDAPユーザーがデフォルトの役割でログインした後でも、ImportUsers.bat

コマン ド を実行する こ とによ り そのユーザーの役割を更新する こ とができます

(LDAPモードでの新しいHP Release Control管理者である jdoeを使用します )。
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